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二

　
　

（
２
）
支
持
の
地
理
的
集
中

　
　

（
３
）
社
会
属
性
に
よ
る
分
岐

　
　

（
４
）
国
民
投
票
の
影
響

　
　

第
五
節　

政
党
支
持
の
変
化

　

要
旨

　

イ
ギ
リ
ス
の
政
党
間
競
争
で
は
、
近
隣
諸
国
に
比
べ
、
二
大
政
党
以
外
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
選

挙
制
度
な
ど
に
起
因
す
る
制
度
的
慣
性
が
大
き
い
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
二
〇
一
〇
年
代
に
有
権
者
側

か
ら
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
兆
候
が
生
じ
た
。
金
融
危
機
後
の
緊
縮
財
政
、
そ
し
て
国
民
投
票
を
通
じ
、
選
好
に
変
化
が
現
れ
た
の
で

あ
る
。
新
た
な
対
立
軸
が
強
ま
っ
た
結
果
、
二
つ
の
大
き
な
政
党
は
と
も
に
支
持
が
分
裂
す
る
と
い
う
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
支
持
層
の

再
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
本
稿
は
保
守
党
と
労
働
党
の
支
持
層
の
変
化
を
、
総
選
挙
に
お
け
る
下
院
選
挙
区
で
の
得
票
を
社
会
属
性

や
欧
州
争
点
と
の
関
係
に
照
ら
し
て
分
析
し
、
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

イ
ギ
リ
ス
政
治
、
政
党
間
競
争
、
保
守
党
、
労
働
党
、
財
政
緊
縮
、
国
民
投
票
、
政
治
へ
の
不
満
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三

　

第
一
節　

不
満
の
二
つ
の
波

　

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
競
争
に
つ
い
て
複
数
の
次
元
を
想
定
し
た
解
釈
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
同
国
の
政
治
は
主
要
二
政
党
が
主
導

す
る
形
で
の
「
敵
対
的
政
治
」
の
慣
性
を
有
し
、
中
部
欧
州
諸
国
の
よ
う
な
多
次
元
の
対
立
と
協
調
を
特
徴
と
す
る
政
治
と
性
格
を
異

に
し
て
き
た
。
そ
の
イ
ギ
リ
ス
で
近
年
複
数
の
政
治
的
な
対
立
軸
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
経
済
的
な
軸
と
異
な
る
形
で
、

社
会
的
に
保
守
か
リ
ベ
ラ
ル
か
と
い
う
軸
が
意
味
を
持
ち
始
め
た
た
め
で
あ
る
。
経
済
的
観
点
と
社
会
文
化
的
観
点
と
を
区
別
す
る
必

要
性
が
生
じ
て
い
る( (

(

。

　

こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
抗
す
る
人
為
的
な
動
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
八
〇
年
代

の
保
守
党
政
権
期
に
本
格
化
し
た
過
去
三
〇
年
間
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
政
策
に
対
す
る
反
発
と
し
て
生
じ
て
お
り
、
加
え
て
、
よ

り
短
期
的
に
は
、
二
〇
〇
七
、
〇
八
年
頃
の
世
界
金
融
危
機
と
そ
の
後
の
財
政
緊
縮
策
へ
の
抗
議
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
残
留
・
離
脱
を
問
う

国
民
投
票
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
社
会
・
政
治
的
事
象
を
通
じ
、
二
〇
一
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
政
治
を
揺
り
動
す
も
の
と
な
っ
た
。
有

権
者
の
不
満
の
波
は
こ
う
し
て
、
「
ロ
ン
ド
ン
の
エ
リ
ー
ト
」
を
糾
弾
し
、
社
会
で
の
劣
位
を
自
認
す
る
者
か
ら
の
反
乱
と
の
性
格
を

帯
び
た
。

　

世
界
金
融
危
機
に
よ
る
混
乱
と
そ
れ
に
続
い
た
緊
縮
財
政
に
対
す
る
有
権
者
の
不
満
は
、
多
く
の
先
進
諸
国
同
様
、
イ
ギ
リ
ス
で
も

二
〇
一
〇
年
前
後
に
国
際
金
融
界
を
広
く
非
難
す
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
な
か
か
ら
、
政
府
の
緊
縮
策
を
批
判
す
る
社
会
運
動
も
都

市
部
を
中
心
に
頻
発
し
た
。
米
国
で
生
じ
た
「
オ
キ
ュ
パ
イ
」
運
動
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
金
融
街
の
シ
テ
ィ
、
そ
し
て
各
地
に
テ
ン
ト

村
を
作
り
出
し
、
翌
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
は
、
緊
縮
に
反
対
す
る
「
Ｕ
Ｋ
ア
ン
カ
ッ
ト
（U

K
 U

ncut

）
」
と
い
う
団
体
の
動
き
も
活

発
化
、
ま
た
同
年
夏
に
は
ハ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
が
襲
わ
れ
る
暴
動
も
各
地
で
生
じ
た
。
有
権
者
の
不
満
は
そ
の
後
、
様
相
を
変
え
、
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四

二
〇
一
四
年
以
降
は
投
票
箱
を
通
じ
抗
議
を
示
す
機
会
が
続
い
た
。
欧
州
議
会
選
挙
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
・
残

留
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
二
種
の
動
き
は
相
前
後
し
て
生
じ
た
も
の
の
、
不
満
表
出
の
回
路
が
異
な
る
。
二
〇
一
〇
年
代
初
め
の
不
満
の
第
一
の
波
は

都
市
部
で
の
直
接
行
動
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
行
動
は
、
経
済
軸
に
沿
っ
た
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
伝
統
的
な
二
分
法
に
基
づ
き
、
基
本
的

に
労
働
党
へ
の
支
持
、
保
守
党
へ
の
批
判
の
性
格
を
強
く
し
て
い
た
（
た
だ
し
ブ
レ
ア
期
の
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
に
対
す
る
批
判
を
含

む
）
。

　

一
方
、
二
〇
一
〇
年
代
中
盤
以
降
の
不
満
の
第
二
波
は
、
第
一
波
と
異
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
国
際
的
大
都
市
に
居
住
す
る
経
済
的

に
脆
弱
な
層
を
必
ず
し
も
巻
き
込
ん
で
い
な
い
。
関
与
し
た
対
象
は
む
し
ろ
ロ
ン
ド
ン
外
の
地
方
に
広
が
っ
た

）
（
（

。
第
一
の
波
の
直
後
に

続
く
動
き
で
あ
り
、
経
済
的
な
不
満
の
性
格
は
も
ち
ろ
ん
残
っ
て
い
た
も
の
の

）
（
（

、
そ
の
主
た
る
原
因
を
経
済
軸
に
は
還
元
で
き
な
い
。

二
つ
の
不
満
の
波
の
こ
う
し
た
差
異
は
、
例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
の
学
生
層
を
取
り
上
げ
て
み
れ
ば
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
学
生
ら
は
緊
縮
策

に
激
し
く
反
発
し
た
が
、
国
民
投
票
で
は
、
彼
ら
が
エ
リ
ー
ト
と
糾
弾
す
る
、
時
の
政
権
中
枢
と
同
様
、
Ｅ
Ｕ
残
留
を
強
く
訴
え
た
の

で
あ
る

）
（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
な
経
済
活
動
の
急
拡
大
に
反
対
す
る
社
会
層
と
、
Ｅ
Ｕ
に
懐
疑
的
で
そ
こ
か
ら
の
離
脱
を
期
待
す
る
社
会
層

は
境
界
を
異
に
す
る
。
逆
に
Ｅ
Ｕ
へ
の
残
留
を
唱
え
る
社
会
層
に
も
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
は
反
対
（
い
わ
ゆ
る
「
進
歩
派
」
な
ど
）

と
賛
成
（
経
済
界
な
ど
）
の
双
方
が
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
期
以
降
の
三
〇
年
余
り
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
優
越
的
争
点
で
あ
っ
た
ネ

オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
功
罪
に
関
わ
る
対
立
は
、
こ
こ
に
来
て
そ
の
図
式
を
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
。
不
満
の
第
二
の
波
ま
で
を
経
て
、
イ

ギ
リ
ス
政
治
で
は
従
来
の
対
立
軸
に
還
元
で
き
な
い
要
素
が
重
要
性
を
増
し
た
。

　

こ
の
新
た
な
要
素
が
観
念
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
、
主
要
な
国
政
政
党
の
支
持
が
、
経
済
軸
と
対
照
さ
れ
る
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五

社
会
文
化
軸
（
社
会
的
保
守
／
リ
ベ
ラ
ル
）
に
投
射
し
て
も
有
意
な
動
き
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
。
世

論
研
究
の
専
門
家
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
テ
ィ
ス
の
分
析
で
は
、
二
〇
一
七
年
の
保
守
党
支
持
は
二
〇
一
五
年
よ
り
社
会
的
保
守
の
方

向
へ
と
移
動
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
と
二
〇
一
七
年
の
両
総
選
挙
の
間
に
、
保
守
党
支
持
は
「
社
会
的
保
守
」
の
有
権
者
で
増
加

（
四
八
％
→
五
七
％
、
九
ポ
イ
ン
ト
増
）
、「
社
会
的
リ
ベ
ラ
ル
」
の
有
権
者
で
減
少
し
て
い
る
（
三
三
％
→
二
六
％
、
七
ポ
イ
ン
ト
減
）
。

一
方
、
労
働
党
支
持
は
「
社
会
的
保
守
」
の
有
権
者
（
二
八
％
→
三
三
％
、
五
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
「
社
会
的
リ
ベ
ラ
ル
」
の
有
権
者
（
三
七
％

→
四
九
％
、
一
二
ポ
イ
ン
ト
増
）
で
と
も
に
増
加
し
た
（
相
対
得
票
率
、
以
下
同

）
（
（

）
。

　

カ
ー
テ
ィ
ス
の
分
析
は
さ
ら
に
、
「
社
会
的
保
守
」
の
側
で
は
保
守
党
と
労
働
党
と
い
う
主
要
二
党
へ
の
支
持
の
集
中
が
顕
著
で

（
七
六
％
→
九
〇
％
）
、
国
民
投
票
前
に
連
合
王
国
独
立
党
（
英
国
独
立
党
、U

nited K
ingdom

 Indepencence Party

、
以
下
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）

な
ど
を
支
持
し
て
い
た
「
社
会
的
保
守
」
の
票
が
こ
の
二
党
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
他
方
、
「
社
会
的
リ
ベ
ラ
ル
」

の
側
で
は
こ
の
二
党
を
合
わ
せ
た
伸
び
は
小
さ
く
（
七
〇
％
→
七
五
％
）
、
自
民
党
な
ど
他
の
勢
力
が
二
党
に
伍
す
る
形
で
有
権
者
の

支
持
を
あ
る
程
度
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
自
民
党
が
二
年
後
の
二
〇
一
九
年
欧
州
議
会
選
挙
で
親
Ｅ
Ｕ
派
と
し
て
大
躍
進
を

果
た
す
背
景
に
あ
る
支
持
構
造
を
こ
こ
に
確
認
で
き
る

）
（
（

。
国
民
投
票
以
降
、
と
く
に
二
〇
一
八
年
以
降
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
の
自

民
党
の
伸
張
は
顕
著
で
あ
る
（
統
一
地
方
選
や
欧
州
議
会
選
）
。
そ
こ
に
は
既
存
政
治
へ
の
批
判
と
い
う
「
消
去
法
」
で
の
浮
上
と
い

う
性
格
も
、
社
会
的
保
守
側
の
支
持
を
主
要
二
党
と
競
う
反
Ｅ
Ｕ
政
党
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
や
ブ
レ
ク
シ
ッ
ト
党
）
に
つ
い
て
と
同
様
、
見
ら

れ
る
が
、
社
会
的
リ
ベ
ラ
ル
の
有
権
者
か
ら
積
極
的
な
選
択
対
象
と
し
て
支
持
を
得
て
い
る
面
も
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
で
の
政
治
不
満
の
表
出
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
不
満
の
波
を
経
て
、
複
数
次
元
を
も
っ
て
解
釈
す
べ
き
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
有
権
者
の
意
見
の
相
違
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
の
、
い
わ
ば
生
活
実
感
と
し
て
の
社
会
文
化

的
観
点
に
照
ら
し
た
認
識
や
評
価
の
違
い
と
い
う
性
格
を
多
分
に
帯
び
て
い
る

）
（
（

。
制
度
的
に
強
い
利
益
集
約
性
の
も
と
、
主
要
二
政
党
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六

に
よ
る
敵
対
的
政
治
の
慣
性
が
強
い
と
さ
れ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
政
治
で
も
、
複
数
の
対
立
が
顕
著
に
な
り
、
政
党
間
競
争
に
再
編
の
兆

し
が
生
じ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
新
た
な
対
立
軸
が
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
政
治
で
ど
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
て
お
り
、
主
要
政
党
へ
の
有
権
者
の
支
持
を

変
化
さ
せ
て
い
る
か
を
、
二
〇
一
〇
年
代
の
政
党
支
持
に
つ
い
て
総
選
挙
で
の
得
票
デ
ー
タ
を
中
心
に
確
認
す
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は

地
滑
り
的
な
議
席
数
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
二
〇
一
九
年
総
選
挙
の
詳
細
は
扱
わ
な
い
。
目
的
が
二
〇
一
〇
年
代
の
政
治
の
概
観
で
は

な
く
、
支
持
の
構
造
変
化
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
議
席
数
が
焦
点
と
な
る
選
挙
結
果
に
注
目
す
る
と
二
〇
一
九
年
の
選
挙
は
確
か
に
特

筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
選
挙
区
単
位
の
支
持
率
の
増
減
を
見
る
と
変
化
の
傾
向
は
す
で
に
二
〇
一
七
年
の
時
点
で
生
じ
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
の
総
選
挙
で
二
大
政
党
は
両
者
合
計
で
の
議
席
占
有
率
を
拡
大
さ
せ
た
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
水
面
下
で
は
両
党
と

も
に
支
持
層
分
裂
の
大
き
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
節　

変
化
の
概
要

　

（
１
）
検
討
の
方
法

　

本
稿
で
は
上
記
の
課
題
を
イ
ギ
リ
ス
全
人
口
の
八
割
超
を
占
め
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
念
頭
に
検
討
す
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
政
治
文
化
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
の
検
討
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
定
数
一
の
相
対
多
数
決
に
よ
り
当
選
者
を
決
す
る
下
院
選
挙
区
が
五
三
三
あ
り
、
そ
の
多
く
は
人
口
が
六
～

八
万
と
規
模
も
揃
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
下
院
選
挙
区
を
単
位
と
し
て
主
要
政
党
へ
の
得
票
に
注
目
し
分
析
を
進
め
る
。
こ
の
選
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七

挙
制
度
で
は
、
各
党
の
獲
得
議
席
数
の
増
減
は
そ
の
党
へ
の
支
持
の
拡
大
縮
小
の
直
接
の
指
標
と
な
ら
な
い
。
政
党
支
持
の
経
時
的

な
変
化
を
観
察
す
る
に
は
得
票
率
が
よ
り
適
切
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
得
票
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
総
選
挙
に
つ
い
て
、
金
融
危
機

前
の
二
〇
〇
五
年
、
金
融
危
機
直
後
の
二
〇
一
〇
年
、
国
民
投
票
直
前
の
二
〇
一
五
年
、
国
民
投
票
直
後
の
二
〇
一
七
年
、
そ
し
て

二
〇
一
九
年
の
五
回
分
を
こ
こ
で
検
討
す
る
。
こ
の
間
に
選
挙
が
通
常
と
異
な
る
形
で
行
わ
れ
、
デ
ー
タ
の
性
格
に
特
異
な
点
が
あ
る

三
選
挙
区
（
下
院
議
長
の
立
候
補
に
よ
る
他
党
の
辞
退
、
選
挙
戦
中
の
候
補
者
の
死
去
に
よ
る
延
期
）
を
除
く
五
三
〇
選
挙
区
を
対
象

と
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
文
中
の
記
述
に
示
す
得
票
率
に
は
一
般
的
に
使
わ
れ
る
相
対
得
票
率
を
使
用
す
る
が
、
以
下
の
要
領
で

行
う
相
関
分
析
で
は
棄
権
率
を
百
分
率
の
な
か
に
含
め
る
絶
対
得
票
率
を
用
い
て
い
る
。

　

各
党
の
得
票
率
は
、
投
票
率
や
他
党
の
得
票
率
（
政
党
間
競
争
）
、
国
民
投
票
で
の
「
残
留
」
票
の
割
合
（
欧
州
争
点
）
、
人
口
・
経
済
・

社
会
指
標
（
社
会
属
性
）
と
の
相
関
関
係
を
検
討
す
る

）
（
（

。
た
だ
し
、
本
稿
は
微
細
な
計
量
分
析
を
意
図
す
る
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で

も
支
持
傾
向
の
解
明
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
中
で
相
関
係
数
を
逐
次
示
す
こ
と
は
し
な
い
。
同
係
数
の
絶
対
値

が
〇
・
四
五
以
上
の
関
係
に
着
目
す
る
。
な
お
、
検
討
で
は
各
党
に
つ
い
て
当
該
選
挙
で
の
得
票
率
と
と
も
に
、
支
持
の
短
期
的
な
傾
向
、

い
わ
ば
各
党
の
「
勢
い
」
に
注
目
す
べ
く
、
前
回
選
挙
か
ら
の
得
票
率
の
増
減
（
伸
び
）
を
と
く
に
重
視
し
て
い
る
。

　

五
三
一
選
挙
区
は
二
つ
の
観
点
か
ら
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
九
行
政
地
域
そ
れ
ぞ
れ
を
人
口
密
度

の
大
小
で
二
分
し
た
一
八
の
選
挙
区
群
を
想
定
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
選
挙
区
の
所
在
す
る
都
市
の
規
模
に
よ
り
政
党
支
持
の
性

格
に
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

九
つ
の
行
政
地
域
は
お
お
む
ね
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
、
ノ
ー
ス
イ
ー
ス
ト
（N

E

）
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
（N

W

）
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・

ハ
ン
バ
ー
（Y

H

）
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
（EM

）
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
（W

M

）
、
イ
ー
ス
ト
（EE

）
、
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
（SE

）
、

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
ト
（SW

）
、
ロ
ン
ド
ン
（LD

）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
を
五
三
〇
選
挙
区
の
人
口
密
度
の
中
央
値
（
一
平
方
メ
ー

62



イ
ギ
リ
ス
政
治
の
構
造
変
化
（
若
松 

邦
弘
）

八

ト
ル
あ
た
り
一
二
〇
・
一
二
人
）
を
基
準
に
、
そ
れ
よ
り
数
値
が
大
き
い
選
挙
区
群
と
小
さ
い
選
挙
区
群
に
分
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
伝
統

的
な
バ
ラ
（borough

）
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
と
カ
ウ
ン
テ
ィ
（county

）
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
区
分
に
近
い
。
前
者
は
多
く
が
都
市
部
（urban

）

に
あ
る
た
め
、
以
下
で
は
地
域
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
略
称
にU

を
付
す
。
後
者
に
は
、
農
村
、
漁
村
か
ら
炭
鉱
地
帯
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
性
格
の
選
挙
区
が
含
ま
れ
る
が
、
便
宜
的
に
農
村
（rural

）
のR

を
地
域
の
略
称
に
付
す
。
こ
の
う
ち
、LD

 U

とN
W

 U

（
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
、
リ
バ
プ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
都
市
圏
の
選
挙
区
が
多
数
を
占
め
る
）
を
全
国
的
な
大
都
市
圏
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
は
九
地
域
を
地
理
的
な
近
接
性
で
四
つ
に
ま
と
め
る
も
の
で
、
そ
の
区
分
の
中
で
前
述
の
諸
指
標
間

の
相
関
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
は
、
北
部
（N

E

、N
W

、Y
H

）
、
中
部
（EM

、W
M

）
、
南
部
（EE

、SE

、SW

）
、

ロ
ン
ド
ン
（LD

）
で
あ
る
。

　

な
お
、
ロ
ン
ド
ン
は
こ
こ
で
い
う
「
農
村
（R

）
」
に
当
た
る
選
挙
区
が
一
つ
だ
け
（O

rpington

）
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
一
八
区
分

の
分
析
で
はLD

 U

（
七
二
選
挙
区
）
の
み
（
す
な
わ
ち
実
質
的
に
一
七
区
分
）
、
四
地
域
の
分
析
で
はLD

全
体
（
七
三
選
挙
区
）
を

対
象
と
し
て
い
る
。

　

（
２
）
保
守
党
・
労
働
党
の
特
徴

　

図
１
は
保
守
党
、
労
働
党
の
総
選
挙
間
に
お
け
る
得
票
率
の
地
域
別
（
一
七
地
域
）
増
減
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
～
一
〇
年
、

二
〇
一
〇
年
～
一
五
年
、
二
〇
一
五
年
～
一
七
年
、
二
〇
一
七
年
～
一
九
年
の
変
化
を
、
保
守
党
と
労
働
党
、
そ
し
て
都
市
部
（U

）

と
非
都
市
部
（R

）
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
大
ま
か
な
南
北
順
（
右
か
ら
左
）
に
並
べ
て
い
る
。
下
院
に
お
け
る

議
席
占
有
率
で
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
で
主
要
二
党
と
さ
れ
る
両
党
で
は
あ
る
が
、
一
方
の
得
票
の
傾
向
が
他
方
の

単
な
る
裏
返
し
で
な
い
こ
と
を
見
て
と
れ
よ
う
。
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（
若
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邦
弘
）

一
〇

　

こ
の
う
ち
保
守
党
に
は
、
非
都
市
部
で
の
得
票
率
の
伸
び
が
都
市
部
の
そ
れ
を
上
回
る
「
農
高
都
低
」
の
傾
向
を
概
ね
確
認
で
き

る
も
の
の
、
二
つ
の
大
都
市
圏
（LD

 U

とN
W

 U

）
の
特
異
性
を
別
に
す
れ
ば
、
む
し
ろ
興
味
深
い
変
化
は
南
北
差
の
ほ
う
に
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
（
〇
五
年
比
）
と
二
〇
一
五
年
（
一
〇
年
比
）
で
は
「
南
高
北
低
」
が
（N

E R

を
除
き
）
目
立
つ
が
、
国
民
投
票
を
挟

ん
で
二
〇
一
七
年
（
一
五
年
比
）
に
は
こ
の
傾
向
が
「
北
高
南
低
」
へ
と
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。
同
党
は
こ
の
選
挙
に
お
い
て
北
部

や
中
部
で
大
き
く
支
持
を
伸
ば
し
（N

W
 U

を
除
く
）
、
ま
た
、
地
盤
の
非
都
市
部
だ
け
で
な
く
都
市
部
で
も
支
持
を
伸
ば
し
た
。
す

な
わ
ち
、
前
回
の
増
減
が
マ
イ
ナ
ス
な
い
し
微
増
で
あ
っ
た
ノ
ー
ス
イ
ー
ス
ト
都
市
部
（N

E U

）
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
都
市

部
（Y

H
 U

）
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
都
市
部
（W
M

 U

）
、
そ
し
て
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
農
村
部
（Y

H
 R

）
で
と
く
に
大
き

な
得
票
率
の
伸
び
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
従
来
か
ら
伸
び
の
小
さ
か
っ
た
大
都
市
（LD

 U

とN
W

 U

）
の
み
な
ら
ず
、

同
党
が
地
盤
と
し
て
き
た
南
部
に
お
い
て
も
、
都
市
部
や
ロ
ン
ド
ン
に
近
い
非
都
市
部
（SE U

、SE R

、EE U

、SW
 U

）
で
は
得
票

率
の
相
対
的
な
伸
び
悩
み
が
顕
著
と
な
る
。
実
際
に
こ
の
選
挙
で
は
、
詳
細
を
後
述
す
る
よ
う
に
、
ケ
ン
ト
地
方
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
選

挙
区
（SE R

に
所
在
）
で
の
議
席
喪
失
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
地
方
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
選
挙
区
（EM

 R

に
所
在
）
で
の
議

席
獲
得
が
メ
デ
ィ
ア
の
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　

一
方
、
労
働
党
で
も
、
大
敗
し
た
二
〇
一
九
年
に
、
前
回
選
挙
比
で
の
支
持
の
伸
び
の
南
北
差
が
二
〇
一
五
年
（
一
〇
年
比
）
ま
で

の
「
北
高
南
低
」
か
ら
「
南
高
北
低
」
へ
と
逆
転
し
て
い
る
点
は
確
か
に
興
味
深
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
検
討
期
間
を
通
じ
て
よ
り
注

目
さ
れ
る
の
は
一
貫
し
た
「
都
高
農
低
」
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
期
間
に
支
持
の
乖
離
が
都
市
と
農
村
（
非
都
市
部
）
で
広

が
り
続
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
労
働
党
は
大
都
市
で
の
勢
い
が
と
り
わ
け
強
い
こ
と
を
除
く
と
、
二
〇
一
〇
年
（
〇
五
年
比
）

と
二
〇
一
五
年
（
一
〇
年
比
）
は
「
北
高
南
低
」
と
「
都
高
農
低
」
が
と
も
に
目
立
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
（
一
五
年
比
）
は

前
者
が
緩
和
さ
れ
て
「
都
高
農
低
」
が
相
対
的
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
同
党
は
南
部
の
諸
地
域
で
二
〇
一
〇
年
（
〇
五
年
比
）
、
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一
一

二
〇
一
五
年
（
一
〇
年
比
）
と
支
持
の
回
復
が
遅
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
（
一
五
年
比
）
に
は
そ
の
南
部
で
も
支
持
の
伸
び
を
回

復
さ
せ
て
い
る
。
な
か
で
も
都
市
部
（SW

 U

、SE U

、EE U

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
八
年
統
一
地
方
選
で
の
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
ト
（SW

）

の
プ
リ
マ
ス
や
エ
ク
セ
タ
ー
に
お
け
る
労
働
党
の
躍
進
に
も
つ
な
が
る
動
き
と
推
察
さ
れ
る
。
逆
に
非
都
市
部
で
は
、
二
〇
一
五
年

（
一
〇
年
比
）
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
平
均
を
上
回
っ
て
い
た
北
部
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
農
村
部
（Y

H
 R

）
を
含
め
、
伸
び
が
相

対
的
に
小
さ
い
。
都
市
と
非
都
市
の
乖
離
は
一
層
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
（
一
七
年
比
）
に
伸
び
の
「
都
高
農
低
」
は
弱

ま
っ
た
も
の
の
、
逆
転
に
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
都
市
部
と
非
都
市
部
で
の
支
持
の
乖
離
は
大
き
い
ま
ま
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
点
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
代
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
不
満
の
表
出
を
主
要
政
党
の
支
持
動
向
か
ら
見
る
と
、
次

の
特
徴
と
そ
れ
に
基
づ
く
疑
問
が
具
体
的
に
注
目
さ
れ
る
。

　

①
国
民
投
票
後
の
二
〇
一
七
年
総
選
挙
で
の
保
守
党
支
持
の
伸
び
に
見
ら
れ
る
「
北
高
南
低
」
へ
の
反
転
は
、
ど
の
よ
う
な
支
持
構

造
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
。

　

②
労
働
党
の
支
持
に
見
ら
れ
る
都
市
と
非
都
市
の
差
の
拡
大
は
、
ど
の
よ
う
な
支
持
構
造
の
も
と
生
じ
て
い
る
の
か
。

以
下
で
は
こ
れ
ら
の
点
に
留
意
し
検
討
を
進
め
る
。

　

第
三
節　

保
守
党
支
持
の
傾
向―

国
民
投
票
を
挟
む
急
変

　

（
１
）
不
満
票
の
吸
収

　

イ
ギ
リ
ス
の
有
権
者
が
政
治
に
対
し
て
持
つ
不
満
は
、
先
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
〇
年
代
の
半
ば
以
降
、
投
票
に
よ
る
表
出
の
機
会
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弘
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一
二

を
相
次
い
で
得
た
。
二
〇
一
四
年
に
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
躍
進
が
生
じ
た
欧
州
議
会
選
な
ら
び
に
工
業
都
市
で
の
不
満
が
表
面
化
し
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
、
翌
二
〇
一
五
年
に
総
選
挙
を
挟
み
、
二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
と
続
き
、
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年

と
総
選
挙
も
実
施
さ
れ
た
。
な
か
で
も
二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
は
以
降
の
混
乱
も
含
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
り
そ
の
自
画
像
の
修
正
を

迫
る
第
二
次
大
戦
後
で
有
数
の
大
事
件
と
な
り
、
同
国
の
政
治
的
競
争
の
図
式
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た

）
（
（

。
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
影
響
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
国
民
投
票
で
は
、
有
権
者
に
Ｅ
Ｕ
そ
の
も
の
へ
の
評
価
と
別
に
、
現
状
の
変
更
を
求
め
て
「
離
脱
」
に
票
を
投
じ
る
面
も
見
ら

れ
た
。
政
治
不
信
の
噴
出
で
あ
り
、
有
権
者
の
反
乱
と
い
え
よ
う
。
世
論
で
反
Ｅ
Ｕ
と
親
Ｅ
Ｕ
が
均
衡
す
る
な
か
、
Ｅ
Ｕ
に
つ
い
て
は

強
い
意
見
を
持
た
な
い
そ
う
し
た
不
満
票
が
国
民
投
票
の
結
果
を
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
政
党
支
持
の
構
造
変
化
を
見
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
機
に
表
面
化
し
た
不
満
が
い
か
な
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
影

響
を
そ
の
後
の
政
党
支
持
に
与
え
た
か
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
不
満
票
に
は
、
大
都
市
圏
の
外
に
あ
る
地
域
経
済
の
不
振

が
深
刻
な
地
域
、
典
型
的
に
は
古
く
か
ら
の
鉱
工
業
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
随
す
る
。
典
型
的
に
は
、
二
〇
一
〇
年
代
前
半
の
時
期
、

労
働
党
へ
の
支
持
、
保
守
党
へ
の
支
持
と
も
勢
い
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
北
部
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
・
北
部
～
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
）
の
非
都
市
部
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
明
示
的
に
強
調
し
た
与
党
の
保
守
党
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
と
い
っ
た
ロ
ン
ド

ン
に
近
い
地
域
に
比
べ
疲
弊
が
深
刻
、
そ
し
て
選
挙
で
の
棄
権
が
多
い
こ
う
し
た
地
方
で
有
権
者
の
不
満
を
吸
収
で
き
た
の
か
が
焦
点

と
な
る
。

　

そ
の
状
況
は
二
〇
一
七
年
の
総
選
挙
が
明
ら
か
に
す
る

）
(1
（

。
当
時
広
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
山
あ
い
に
あ
る
旧

炭
鉱
都
市
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
選
挙
区
と
、
同
じ
く
南
部
の
内
陸
部
に
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
選
挙
区
で
あ
る
。
前
者
は
労
働
党
、
後

者
は
保
守
党
の
地
盤
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
「
牙
城
」
が
と
も
に
崩
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
選
挙
区
で
は
保
守
党
が
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際
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（
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〇
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年
）

一
三

一
八
三
五
年
以
来
守
っ
て
き
た
議
席
を
失
っ
た
。
直
前
の
二
〇
一
五
年
に
も
労
働
党
に
対
し
一
八
ポ
イ
ン
ト
の
リ
ー
ド
を
保
っ
て
い
た

選
挙
区
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
区
で
得
票
率
四
四
・
七
％ 

対 

四
五
・
〇
％
と
労
働
党
に
競
り
負
け
る
。
一
方
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
選
挙

区
で
は
労
働
党
が
一
九
二
三
年
か
ら
維
持
し
て
き
た
議
席
を
失
っ
た
。
保
守
党
と
し
て
は
、
前
回
二
〇
一
五
年
の
一
一
ポ
イ
ン
ト
差
を

逆
転
し
て
の
勝
利
で
（
保
守
党
四
六
・
六
％ 

対 

労
働
党
四
四
・
五
％
）
、
選
挙
区
創
設
の
一
八
八
五
年
以
来
、
初
め
て
の
議
席
獲
得
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
選
挙
区
は
、
議
席
交
代
を
伴
う
点
で
、
こ
の
時
期
の
世
論
の
政
党
支
持
構
造
の
変
化
を
最
も
象
徴
的
に
示
す
事
例

で
あ
る

）
((
（

。

　

（
２
）
反
欧
州
世
論
の
奪
還

　

二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
は
、
主
要
二
党
の
う
ち
と
く
に
保
守
党
へ
の
支
持
に
影
響
を
与
え
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
期
の
一
九
八
〇
年
代

半
ば
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
で
の
凋
落
以
降
は
地
理
的
な
「
南
高
北
低
」
を
特
徴
と
し
て
き
た
同
党
へ
の
支
持
に
、
南
北
逆
転

の
兆
候
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
Ｅ
Ｕ
残
留
支
持
が
強
い
選
挙
区
を
中
心
に
勢
い
の
減
退
が
顕
著
と
な
り
、
一
方
、

中
部
か
ら
北
部
で
は
支
持
の
勢
い
が
非
都
市
部
で
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

　

詳
し
く
見
る
と
、
保
守
党
支
持
の
傾
向
は
二
〇
一
七
年
の
総
選
挙
に
至
る
過
程
で
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
国
民
投
票
を
挟
む

二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
七
年
の
総
選
挙
に
お
け
る
同
党
の
得
票
率
の
増
減
は
、
選
挙
区
単
位
で
見
る
と
、
二
〇
一
六
年
国
民
投
票
で

の
「
離
脱
」
支
持
の
大
き
さ
と
強
く
連
関
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
以
前
は
得
票
率
の
変
化
に
こ
う
し
た
欧
州
争
点
と
の
関
係
は
さ
ほ

ど
見
ら
れ
ず
、
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
が
生
じ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
保
守
党
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
国
民
投
票
実
施
の
具
体
的
可
能
性
を
二
〇
一
三
年
に
表
明
し
て
い
る
こ
と
が
興

味
深
い
。
同
氏
の
決
断
の
背
景
に
、
保
守
党
の
支
持
が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
浸
食
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
無
視
で
き
な
い
の
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一
四

で
あ
る

）
(（
（

。
保
守
党
は
党
と
し
て
全
体
的
に
欧
州
懐
疑
の
色
を
否
め
ず
、
有
権
者
の
同
党
に
対
す
る
支
持
（
得
票
率
）
も
「
反
欧
州
」
の

選
挙
区
（
二
〇
一
六
年
国
民
投
票
で
離
脱
多
数
の
選
挙
区
、
以
下
同
）
で
高
く
、
「
親
欧
州
」
の
選
挙
区
（
二
〇
一
六
年
国
民
投
票
で

残
留
多
数
の
選
挙
区
、
以
下
同
）
で
低
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
選
挙
区
ご
と
の
分
析
で
は
こ
の
傾
向
を
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
九

年
ま
で
五
回
の
総
選
挙
す
べ
て
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
。

　

キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
の
決
断
を
考
え
る
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
こ
の
支
持
の
傾
向
に
動
揺
が
生
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に

二
〇
一
〇
年
代
を
通
じ
、
保
守
党
の
得
票
は
反
欧
州
の
下
院
選
挙
区
で
大
き
い
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
う
し
た
反
欧
州
の
選
挙
区
ほ

ど
、
総
選
挙
間
で
の
支
持
率
の
伸
び
に
二
〇
一
〇
年
（
〇
五
年
比
）
、
二
〇
一
五
年
（
一
〇
年
比
）
と
「
ブ
レ
ー
キ
」
が
か
か
っ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
反
欧
州
の
傾
向
が
強
い
選
挙
区
ほ
ど
保
守
党
支
持
は
強
い
と
い
う
傾
向
自
体
は
続
い
て
い
た
が
、
そ
の
程
度
は
次
第
に

弱
ま
っ
て
お
り
、
欧
州
懐
疑
色
の
強
い
選
挙
区
で
有
権
者
が
保
守
党
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
ご
ろ
か
ら
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
南
部
・
中
部
の
各
地
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
支
持
拡
大
が
顕
著
に
な
り
（
地
方
選
挙
や
欧
州
議
会
選
）
、
Ｅ
Ｕ
に
批
判
的
な
有
権
者

が
同
党
や
反
Ｅ
Ｕ
を
掲
げ
る
諸
派
へ
と
流
れ
て
い
た

）
(（
（

。
こ
う
し
た
反
欧
州
選
挙
区
で
の
「
ブ
レ
ー
キ
」
は
地
域
で
見
る
と
と
り
わ
け
ロ

ン
ド
ン
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
著
し
く
、
保
守
党
に
と
っ
て
有
権
者
の
流
出
は
首
都
ロ
ン
ド
ン
、
そ
し
て
同
党
の
地
盤
で
あ
る
南
部

な
ど
「
南
」
の
地
方
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
な
ど
当
時
の
保
守
党
の
執
行
部
が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
伸
長

に
危
惧
を
抱
い
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
事
情
の
変
化
が
あ
る
。

　

一
方
、
国
民
投
票
後
の
二
〇
一
七
年
総
選
挙
で
は
、
保
守
党
の
得
票
率
の
前
回
比
（
一
五
年
比
）
増
減
と
国
民
投
票
の
離
脱
票
と
の

関
係
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
域
で
そ
れ
以
前
と
逆
転
す
る
（
図
２
）
。
し
か
も
、
両
要
素
の
関
係
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
四
地
域
す
べ
て
で

極
め
て
強
く
な
っ
た
。
反
欧
州
の
選
挙
区
で
保
守
党
支
持
の
拡
大
が
、
そ
し
て
親
欧
州
の
選
挙
区
で
保
守
党
支
持
の
縮
小
が
生
じ
た
の

で
あ
る
。
国
民
投
票
前
に
あ
っ
た
反
欧
州
の
選
挙
区
ほ
ど
支
持
の
伸
び
に
「
ブ
レ
ー
キ
」
が
か
か
る
と
い
う
状
況
は
、
一
転
し
て
、
反
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二
号
（
二
〇
二
二
年
）

一
五

欧
州
の
強
い
選
挙
区
ほ
ど
保
守
党
支
持
の
伸
び
が
大
き
い
と
い
う

状
況
に
変
化
し
た
。
こ
れ
は
反
欧
州
世
論
を
保
守
党
が
取
り
戻
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
国
民
投
票
実
施
の
決

断
は
、
の
ち
に
自
ら
の
政
権
の
即
時
退
陣
に
つ
な
が
っ
た
点
で
歴

史
的
な
失
敗
と
な
っ
た
も
の
の
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
反
欧
州
の

有
権
者
を
保
守
党
に
取
り
戻
す
と
い
う
点
で
は
大
成
功
で
あ
っ

た
。
そ
の
果
実
は
の
ち
の
首
相
で
あ
る
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が

国
民
投
票
か
ら
三
年
後
に
得
て
い
る
。
議
席
数
の
変
化
で
は
そ
の

二
〇
一
九
年
総
選
挙
の
「
地
滑
り
」
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

選
挙
区
の
得
票
率
を
見
る
と
、
二
〇
一
七
年
に
は
す
で
に
そ
の
傾

向
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
民
投
票
後
の
総
選
挙
で
は
反
欧
州
世
論
の
獲

得
に
お
け
る
保
守
党
の
巻
き
返
し
を
確
認
で
き
る
。
二
〇
一
七
年

に
は
、
選
挙
区
ご
と
の
保
守
党
の
得
票
率
に
も
欧
州
争
点
と
の
強

い
関
係
が
見
ら
れ
る
。
保
守
党
支
持
は
反
欧
州
が
強
い
選
挙
区
ほ

ど
大
き
い
と
い
う
従
来
か
ら
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
地
域
別
で
は
、
と
く
に
ロ
ン
ド
ン
と
中
部
で
顕
著
で
あ
る
。

両
地
域
は
、
全
体
と
し
て
保
守
党
の
支
持
が
弱
い
ロ
ン
ド
ン
、
同
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イ
ギ
リ
ス
政
治
の
構
造
変
化
（
若
松 

邦
弘
）

一
六

じ
く
保
守
党
の
支
持
が
強
い
中
部
と
対
照
的
な
面
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
、
保
守
党
支
持
は
親
欧
州
の
選
挙
区
ほ
ど
低
く
、
反
欧
州

の
選
挙
区
ほ
ど
高
い
と
い
う
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
こ
の
強
ま
り
は
南
部
で
も
い
く
ら
か
み
ら
れ
、
北
部
で
も
、
保
守
党
は
、
反
欧
州

の
選
挙
区
で
苦
戦
し
が
ち
と
の
国
民
投
票
前
に
あ
っ
た
傾
向
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

　

（
３
）
社
会
属
性
と
の
関
係

　

こ
う
し
た
国
民
投
票
を
挟
ん
で
の
保
守
党
支
持
の
「
逆
転
」
現
象
は
、
選
挙
区
で
の
ど
の
よ
う
な
支
持
構
造
の
変
化
を
伴
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
国
民
投
票
を
経
て
、
保
守
党
の
支
持
、
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
新
た
な
分
岐
が
生
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
代
前
半
は
政
府
の
歳
出
削
減
策
へ
の
反
対
か
ら
与
党
の
保
守
党
に
揃
っ
て
「
ノ
ー
」
を
突
き
付
け
て
い
た
選
挙
区
の
間
に
、

国
民
投
票
後
は
保
守
党
へ
の
支
持
を
め
ぐ
り
明
瞭
な
違
い
が
現
れ
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
部
は
二
〇
一
五
年
か
ら
二
年
間
の
保
守
党
の
得
票
の
伸
び
が
大
き
い
地
域
で
あ
り
（
該
当
選
挙
区
の
単
純
平
均

で
六
・
〇
八
ポ
イ
ン
ト
増
）
、
こ
う
し
た
支
持
の
分
岐
が
と
く
に
明
瞭
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
か
ら
一
七
年
の
保
守
党
支
持
の
伸
長
は
欧

州
争
点
と
顕
著
に
関
係
し
て
い
る
が
、
そ
の
伸
長
を
さ
ら
に
社
会
属
性
の
各
指
標
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
従
来
は
強
か
っ
た
「
疲
弊
」

や
「
所
得
」
と
の
関
係
が
弱
ま
り
、「
社
会
給
付
」
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
「
学
生
」
「
年
齢
」
と
の
関
係
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
大

卒
者
」
に
至
っ
て
は
関
係
の
正
負
が
そ
れ
ま
で
と
逆
転
し
た
。
従
来
、
保
守
党
支
持
の
伸
び
に
は
、
疲
弊
が
小
さ
い
、
あ
る
い
は
、
所

得
が
高
い
選
挙
区
ほ
ど
大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
支
持
の
伸
び
が
大
き
い
側
の
極
に
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
レ
ス
タ
ー
、
ノ
ッ
テ
ィ

ン
ガ
ム
と
い
っ
た
地
域
中
核
都
市
の
郊
外
に
位
置
す
る
豊
か
な
選
挙
区
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
七
年
（
一
五
年

比
）
に
は
一
転
し
て
、
保
守
党
支
持
の
伸
び
が
大
き
い
側
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
が
小
さ
い
選
挙
区
、
そ
し
て
、
一
人
当
た
り
の
社
会
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国
際
関
係
論
叢
第
一
一
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
二
年
）

一
七

給
付
額
の
大
き
い
選
挙
区
が
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
部
を
南
北
に
貫
く
ペ
ニ
ン
山
脈

周
辺
に
あ
る
旧
炭
鉱
地
帯
な
ど
で
、
長
い
間
、
労
働
党
支
持

が
強
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
選
挙
で
の
棄
権
が
増
え
て

い
た
所
で
あ
る
（
表
１
）
。
そ
こ
は
イ
ギ
リ
ス
の
炭
鉱
労
組

を
か
つ
て
支
え
た
労
働
党
支
持
の
柱
と
も
い
え
る
一
帯
で
あ

り
、
ま
た
近
年
（
二
〇
一
五
年
総
選
挙
）
で
も
、
選
挙
区
で

の
保
守
党
支
持
の
伸
び
は
中
部
の
な
か
で
最
低
の
グ
ル
ー
プ

に
位
置
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
地
帯
の
選
挙
区
が
二
〇
一
七

年
に
、
保
守
党
へ
の
支
持
の
伸
び
（
一
五
年
比
）
で
最
上
位

に
躍
り
出
て
、
こ
の
間
の
保
守
党
へ
の
劇
的
な
支
持
の
移
動

を
象
徴
的
に
示
す
存
在
と
な
っ
た
。
労
働
党
の
伝
統
的
な
牙

城
で
あ
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
選
挙
区
は
そ
の
一
つ
で
あ

る
。

　

二
〇
一
五
年
当
時
、
中
部
で
ほ
か
に
保
守
党
支
持
の
伸
び

が
小
さ
か
っ
た
選
挙
区
（
一
〇
年
比
）
に
は
、
保
守
党
の

牙
城
で
あ
っ
た
が
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
浸
透
が
著
し
い
イ
ー
ス

ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
（EM

）
東
部
の
大
農
業
地
帯
（
Ｅ
Ｕ
域

表１　中部での保守党支持の伸び上位・下位（2015-17年）

下院選挙区

保守党
得票率
変化

15-17年

 社会給付
（一人当たり）
2010/11年度

サービス
業

2011年

疲弊
2011年

所得
（最頻値）

2015/16年度

pt ポンド % ポンド
1 Mansfield EM U 12.92 2209.39 74.92 1.03 19700
2 Ashfield EM R 12.91 2190.25 70.64 1.03 19700
3 Stoke-on-Trent South WM U 12.19 2263.41 75.66 1.06 19600
4 Chesterfield EM U 11.63 2291.21 79.38 0.95 20900
5 Stoke-on-Trent Central WM U 11.61 2156.03 79.54 1.11 19800
6 Stoke-on-Trent North WM U 11.60 2241.09 73.90 1.11 18000
7 Boston and Skegness EM R 11.57 2436.62 72.96 1.09 18800
8 Bolsover EM R 10.74 2318.02 72.73 1.04 19900
9 Bosworth EM R 10.25 1964.59 73.39 0.78 24000

10 Dudley North WM U 9.85 2282.37 73.21 1.07 20400

94 High Peak EM R 2.21 1895.30 75.99 0.79 23400
95 Rushcliffe EM R 1.74 1744.77 82.97 0.64 26900
96 Nottingham East EM U 1.69 1624.27 85.08 1.04 20900
99 Leicester South EM U 1.33 1505.82 80.97 1.06 19900

100 Birmingham, Edgbaston WM U 1.16 1837.52 87.21 0.96 23500
101 Birmingham, Ladywood WM U 1.07 1490.84 88.18 1.25 20400
102 Nottingham South EM U 0.92 1561.81 84.65 0.98 21300
103 Loughborough EM R -0.31 1648.92 77.52 0.75 24000
104 Birmingham, Hall Green WM U -0.44 1725.53 85.80 1.11 21800
105 Warwick and Leamington WM R -1.52 1638.12 81.33 0.72 26200

平均（中部） 6.08 1993.68 77.01 0.91 21999
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表１　中部での保守党支持の伸び上位 ・ 下位 （2015-17 年）



イ
ギ
リ
ス
政
治
の
構
造
変
化
（
若
松 

邦
弘
）

一
八

内
の
「
東
欧
系
（East Europeans

）
」
の
流
入
が
最
も
顕
著
な
地
域
）
や
、
地
域
中
核
都
市
の
中
心
街
（
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
）
が
あ
る
。

旧
炭
鉱
地
帯
を
含
む
こ
れ
ら
三
タ
イ
プ
の
地
区
は
、
政
党
支
持
の
傾
向
や
産
業
構
成
、
都
市
化
の
性
格
を
異
に
す
る
も
の
の
、
疲
弊
の

激
し
さ
や
所
得
の
低
さ
と
い
っ
た
経
済
的
観
点
で
の
劣
位
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。

　

国
民
投
票
後
の
二
〇
一
七
年
は
、
そ
の
な
か
か
ら
上
記
の
と
お
り
、
山
麓
の
旧
炭
鉱
地
帯
が
保
守
党
支
持
の
伸
び
（
一
五
年
比
）
の

最
上
位
に
飛
び
出
し
た
。
ま
た
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
東
部
の
農
業
地
帯
も
続
く
位
置
に
つ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
核
都
市
の

中
心
街
に
あ
る
選
挙
区
は
伸
び
が
最
小
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
方
、
こ
う
し
た
旧
炭
鉱
地
帯
や
農
業
地
帯
と
正
反
対
の
方
向
に
急
移
動
し

た
の
は
、
地
域
中
核
都
市
近
郊
の
豊
か
な
選
挙
区
（Loughborough

、W
arw

ick and Leam
ington

な
ど
）
で
、
二
〇
一
五
年
ま
で
前
回

比
得
票
率
の
伸
び
が
地
域
内
で
最
も
大
き
い
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
た
も
の
の
、
一
転
し
て
そ
の
伸
び
が
最
も
小
さ
く
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
七
年
ま
で
の
二
年
間
の
得
票
率
の
伸
び
と
関
係
が
深
い
要
素
は
、
保
守
党
支
持
の
大
小
自
体
を
特
徴
づ
け
、

ま
た
、
国
民
投
票
以
前
の
時
期
に
は
支
持
の
伸
び
も
特
徴
づ
け
て
き
た
社
会
疲
弊
の
度
合
い
や
住
民
の
所
得
の
多
寡
で
は
な
く
、
選
挙

区
の
産
業
構
成
や
住
民
の
学
歴
と
な
っ
た
。
従
来
あ
ま
り
政
治
的
に
活
発
で
な
か
っ
た
有
権
者
が
目
立
つ
旧
炭
鉱
地
帯
や
農
漁
村
で
、

保
守
党
に
票
が
流
れ
込
み
、
逆
に
、
有
権
者
の
年
齢
が
相
対
的
に
低
く
政
治
的
に
活
性
化
し
て
い
る
中
核
都
市
周
辺
で
、
保
守
党
が
敬

遠
さ
れ
る
状
況
を
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

（
４
）
保
守
党
離
れ
の
特
徴

　

こ
の
保
守
党
へ
の
敬
遠
に
つ
い
て
は
、
中
部
の
み
な
ら
ず
、
二
〇
一
七
年
の
保
守
党
の
得
票
率
の
伸
び
（
一
五
年
比
）
に
お
い
て
中

部
と
対
極
に
あ
る
ロ
ン
ド
ン
、
そ
し
て
そ
の
近
隣
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
四
地
域
で
保
守
党

の
得
票
率
の
伸
び
（
一
五
年
比
）
が
最
低
の
ロ
ン
ド
ン
で
も
（
該
当
自
治
体
の
単
純
平
均
で
〇
・
四
七
ポ
イ
ン
ト
増
）
、
東
部
の
「
下
町
」
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国
際
関
係
論
叢
第
一
一
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
二
年
）

一
九

地
区
（
い
わ
ゆ
る
イ
ー
ス
ト
エ
ン
ド
）
で
は
同
党
の
支

持
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
国
民
投
票
前
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ

Ｐ
伸
長
の
あ
お
り
を
受
け
、
支
持
に
顕
著
な
「
ブ
レ
ー

キ
」
が
か
か
っ
て
い
た
一
帯
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

西
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
地
区
や
同
じ
く
中
高
所
得
住
宅
地

区
で
は
保
守
党
支
持
の
低
下
が
著
し
い
。
こ
の
傾
向
は

選
挙
区
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
・
残
留
支
持
と
も
お
お
む
ね
一
致

し
、
二
〇
一
七
年
の
得
票
率
の
伸
び
（
一
五
年
比
）
は

「
親
欧
州
」
の
選
挙
区
ほ
ど
小
さ
い
（
表
２
）
。

　

こ
の
ロ
ン
ド
ン
で
も
、
社
会
属
性
と
支
持
の
関
係

に
従
来
と
の
逆
転
が
見
ら
れ
る
。
「
所
得
」
と
得
票
率

の
伸
び
の
間
に
は
あ
る
程
度
の
相
関
を
二
〇
一
五
年

（
一
〇
年
比
）
、
二
〇
一
七
年
（
一
五
年
比
）
と
も
確
認

で
き
る
。
し
か
し
、
両
年
の
方
向
性
は
正
反
対
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
ま
で
は
低
所
得
層
で
支
持
の
伸
び
悩
み
が

目
立
っ
て
い
た
の
が
、
二
〇
一
七
年
に
は
高
所
得
層
で

伸
び
悩
み
が
生
じ
た
。
「
大
卒
者
」
や
「
経
営
職
・
専

門
職
」
と
の
関
係
で
も
同
様
に
逆
転
が
生
じ
て
い
る
。

表２ ロンドンでの保守党支持の伸び上位・下位（2015-17年）

下院選挙区

保守党
得票率
変化

15-17年

離脱支持
2016年

大学卒
2011年

経営職・
専門職
2011年

サービス
業

2011年

保守党
得票率
変化

10-15年

pt % % % % pt
1 Dagenham and Rainham LD U 10.75 69.93 17.60 19.72 81.71 -6.59
2 Sutton and Cheam LD U 7.79 51.27 32.86 32.52 85.51 -0.88
3 Hornchurch and Upminster LD U 7.67 69.49 19.95 24.85 82.10 -0.87
4 Old Bexley and Sidcup LD U 7.38 63.16 22.62 25.98 83.41 -0.10
5 Bexleyheath and Crayford LD U 6.61 65.05 20.34 23.22 82.30 -1.68
6 Carshalton and Wallington LD U 5.89 56.30 27.25 27.30 84.87 -3.87
7 Romford LD U 5.84 69.29 20.63 24.73 82.02 -1.98
8 Erith and Thamesmead LD U 5.74 54.33 24.90 22.04 84.99 -2.52
9 Orpington LD R 5.45 57.54 28.38 31.73 85.60 -1.79

10 Hornsey and Wood Green LD U 4.82 24.98 51.96 41.91 91.84 -4.73
11 Eltham LD U 4.68 51.82 27.81 28.74 86.02 -0.64

64 Harrow West LD U -3.43 45.06 38.48 35.43 87.70 3.50
65 Westminster North LD U -3.92 32.98 47.25 43.89 92.35 3.66
66 Hammersmith LD U -3.94 31.04 47.46 39.69 91.79 0.31
67 Putney LD U -4.21 26.85 51.59 43.02 91.50 2.52
68 Ealing Central and Acton LD U -4.51 29.15 48.36 40.97 87.98 4.88
69 Tooting LD U -4.53 25.32 51.40 41.80 91.73 2.67
70 Chelsea and Fulham LD U -5.09 29.21 53.69 46.55 92.06 3.53
71 Battersea LD U -5.63 23.04 57.39 45.00 92.60 4.03
72 Hampstead and Kilburn LD U -5.69 23.48 54.01 46.18 92.48 6.97
73 Richmond Park LD U -8.78 27.70 55.18 49.32 90.96 6.61

平均（ロンドン） 0.47 40.19 37.26 33.61 88.59 0.76
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イ
ギ
リ
ス
政
治
の
構
造
変
化
（
若
松 

邦
弘
）

二
〇

さ
ら
に
、
二
〇
一
七
年
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
と
同

様
に
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
の
関
係
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
保
守
党
を
支
持
す
る
層
は
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
の
支
持
の
伸
び
は
、
住
民
に
高
学
歴
者
や
サ
ー

ビ
ス
業
従
事
者
の
割
合
が
高
い
選
挙
区
で
大
き
く
減
速
し

て
い
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
近
隣
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
も
、
保
守
党

支
持
の
伸
び
に
「
ブ
レ
ー
キ
」
の
か
か
っ
た
選
挙
区
が
あ

る
。
南
部
で
も
保
守
党
離
れ
は
欧
州
争
点
と
の
関
係
が
強

く
、
「
親
欧
州
」
の
選
挙
区
で
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
得

票
率
の
伸
び
は
社
会
属
性
と
の
関
係
が
見
ら
れ
、
し
か
も

従
来
と
逆
の
関
係
で
あ
る
。
表
３
に
あ
る
よ
う
に
、
南
部

で
保
守
党
支
持
が
減
少
し
た
あ
る
い
は
伸
び
が
鈍
い
選
挙

区
は
、
西
方
の
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
ト
（SW

）
で
は
中
核
都
市

の
ブ
リ
ス
ト
ル
や
近
隣
の
バ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
非
都
市

部
に
至
る
ま
で
概
し
て
所
得
水
準
の
高
い
東
方
の
サ
ウ
ス

イ
ー
ス
ト
（SE

）
で
は
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。
ブ
リ
ス

ト
ル
と
同
様
、
社
会
的
リ
ベ
ラ
ル
と
し
て
の
グ
リ
ー
ン
に

表３　南部での保守党支持の伸び上位・下位（2015-17年）

下院選挙区

保守党
得票率
変化

15-17年

離脱支持
2016年

大学卒
2011年

経営職・
専門職
2011年

サービス
業

2011年

保守党
得票率
変化

10-15年

pt % % % % pt
1 Clacton EE R 15.92 71.08 13.43 19.59 80.92 10.52
2 Thornbury and Yate SW R 11.10 53.33 28.10 28.89 77.17 2.20
3 Plymouth, Moor View SW U 10.51 66.44 15.65 17.25 78.85 3.13
4 Lewes SE R 10.16 46.97 31.42 31.30 82.90 0.86
5 Torbay SW U 10.14 62.66 20.74 24.60 83.04 0.59
6 Yeovil SW R 9.71 59.29 23.03 23.34 71.30 6.48
7 Castle Point EE U 9.39 72.70 14.62 21.51 77.08 4.47
8 Rayleigh and Wickford EE R 9.30 67.89 19.92 26.07 79.20 -2.30
9 North Norfolk EE R 9.24 58.25 22.62 24.65 77.35 -1.32

10 South West Norfolk EE R 9.09 66.25 17.72 20.98 69.95 1.18

187 Guildford SE R -0.43 41.18 40.64 38.87 86.35 2.25
188 Bristol North West SW U -0.45 38.85 32.37 32.40 85.62 4.44
189 Oxford West and Abingdon SE R -0.67 38.18 43.42 40.95 85.51 6.68
190 Reading East SE U -0.80 38.24 38.37 36.98 87.00 3.32
191 South West Surrey SE R -0.94 40.61 40.75 40.11 85.80 0.17
192 Esher and Walton SE U -1.53 41.63 42.84 42.15 87.16 2.21
193 Brighton, Pavilion SE U -1.58 25.68 40.39 36.35 89.69 -0.33
194 Bath SW U -1.70 31.69 37.95 37.93 88.86 6.12
195 Witney SE R -3.23 46.34 32.91 31.50 80.13 1.00
196 Hove SE U -3.86 33.92 38.43 35.14 87.61 2.85

平均（南部） 4.22 53.65 27.88 29.00 80.91 1.66
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（
二
〇
二
二
年
）

二
一

支
持
が
あ
る
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ホ
ー
ブ
、
大
学
都
市
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
な
ら
び
に
隣
接
す
る
ウ
ィ
ッ
ト
ニ
ー
（
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
の
選

挙
区
）
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
逆
に
、
保
守
党
の
伸
び
（
一
五
年
比
）
が
大
き
い
選
挙
区
は
、
大
農
業
地
帯
で
あ
る
イ
ー
ス
ト
（EE

）

の
各
地
や
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
（SE

）
の
沿
岸
部
に
見
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
は
、
二
〇
一
二
年
ご
ろ
か
ら
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
伸
長
が
地
方
選
な

ど
で
顕
著
で
あ
っ
た
自
治
体
、
と
く
に
エ
セ
ッ
ク
ス
地
方
や
ケ
ン
ト
地
方
、
ま
た
イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
の
農
村
自
治
体
、
さ
ら
に
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ス
ト
（SW
）
の
南
岸
自
治
体
の
区
域
と
一
致
す
る
。
こ
う
し
た
保
守
党
支
持
の
伸
び
で
相
互
に
対
照
的
な
選
挙
区
は
、
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
と
し
て
「
大
卒
者
」
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
「
経
営
職
・
専
門
職
」
「
疲
弊
」
「
年
齢
」
な
ど
で
対
極
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
や
そ
の
周
辺
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
は
、
い
わ
ば
「
高
学
歴
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
の
多
い
選
挙
区
に
お
い

て
、
国
民
投
票
を
挟
ん
だ
保
守
党
離
れ
が
著
し
い
。
こ
の
社
会
層
は
、
金
融
危
機
後
か
ら
労
働
党
支
持
の
伸
び
を
支
え
て
き
た
都
市
部

の
学
生
と
同
様
、
年
齢
面
で
は
比
較
的
若
い
有
権
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
保
守
党
を
支
持
す
る

可
能
性
を
残
す
存
在
で
あ
る
。
保
守
党
は
二
〇
一
七
年
総
選
挙
以
降
、
南
部
の
Ｅ
Ｕ
残
留
支
持
の
選
挙
区
で
得
票
で
き
な
く
な
っ
て
お

り
、
先
述
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
選
挙
区
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
（
二
〇
一
六
年
国
民
投
票
で
の
残
留
支
持
五
四
・
六
六
％
）
。
ま
た
と
く
に
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ス
ト
（SW

）
で
は
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
こ
そ
自
民
党
に
圧
勝
し
た
も
の
の
、
も
と
も
と
同
党
と
の
接
戦
区
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
八
年
以
降
の
選
挙
（
地
方
選
挙
、
欧
州
議
会
選
挙
）
で
自
民
党
の
顕
著
な
支
持
回
復
を
許
し
て
い
る
。
保
守

党
支
持
に
生
じ
た
南
北
格
差
の
逆
転
は
こ
う
し
た
構
造
変
化
に
よ
る
。

　

第
四
節　

労
働
党
支
持
の
傾
向―

都
市
へ
の
支
持
集
中
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イ
ギ
リ
ス
政
治
の
構
造
変
化
（
若
松 

邦
弘
）

二
二

　

（
１
）
疲
弊
や
学
生
人
口
と
の
関
係

　

労
働
党
で
は
二
〇
一
〇
年
代
を
通
じ
て
支
持
の
傾
向
に
連
続
性
が
見
ら
れ
る
。
保
守
党
ほ
ど
国
民
投
票
前
後
で
の
変
化
は
劇
的
で
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
連
続
的
な
変
化
は
労
働
党
の
支
持
基
盤
の
先
細
り
を
示
す
深
刻
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
、
こ

こ
で
は
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
か
ら
の
変
化
を
示
す
。

　

二
〇
〇
八
年
以
降
の
金
融
危
機
を
経
て
財
政
再
建
の
あ
り
方
が
各
国
の
政
治
で
争
点
に
な
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
も
そ
の
例
外
で
な

く
、
再
建
の
ペ
ー
ス
を
め
ぐ
っ
て
政
党
間
に
違
い
が
現
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
五
年
の
総
選
挙
で
は
、
そ
れ
ま
で
選
挙
公
約
の

定
番
で
あ
っ
た
雇
用
や
医
療
、
社
会
保
障
と
い
っ
た
歳
出
拡
大
を
伴
い
が
ち
な
要
素
に
替
わ
り
、
歳
出
削
減
が
注
目
さ
れ
た
。
従
来
と

は
異
な
る
時
代
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
代
に
か
か
る
こ
の
時
期
、
政
党
支
持
の
様
相
変
化
は
保
守
党
よ
り
も
労
働
党
に
顕
著
で
あ
る
。「
緊

縮
」
が
世
論
の
最
大
の
注
目
と
な
る
な
か
、
労
働
党
の
支
持
は
経
済
格
差
と
強
く
関
連
し
て
い
た
。

　

金
融
危
機
を
経
た
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
で
、
労
働
党
は
そ
れ
ま
で
一
三
年
維
持
し
て
き
た
政
権
を
保
守
党
に
明
け
渡
し
て
い
る
。

こ
の
金
融
危
機
の
か
な
り
前
か
ら
、
と
く
に
ブ
レ
ア
政
権
の
も
と
に
お
い
て
、
古
く
か
ら
党
の
支
持
者
で
あ
っ
た
「
オ
ー
ル
ド
レ
ー

バ
ー
」
の
労
働
党
離
れ
が
す
で
に
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
鉱
工
業
地
帯
の
か
つ
て
の
労
働
者
層
や
都
市
の
公
共
セ
ク
タ
ー
の
現
業

部
門
を
中
心
と
す
る
存
在
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
政
権
に
交
代
（
二
〇
〇
七
年
）
し
た
後
も
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
〇
九
年
の
統
一
地
方

選
や
二
〇
〇
九
年
の
欧
州
議
会
選
で
同
党
は
勢
力
を
減
退
さ
せ
、
次
の
総
選
挙
で
の
下
野
が
確
実
視
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
方
で
、
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
を
経
て
保
守
党
と
自
民
党
の
連
立
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
そ
の
厳
し
い
歳
出
削
減
策
へ
の
反
発
か

ら
、
各
地
で
直
接
行
動
が
噴
出
す
る
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
一
一
年
頃
に
か
け
学
生
に
よ
る
授
業
料
値
上
げ
な
ど
へ
の
反
対
運
動
、
そ
し

て
、
「
反
緊
縮
」
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
」
を
主
張
す
る
運
動
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
間
、
総
選
挙
に
お
け
る
労
働
党
の
支
持
の
底
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
一
七
地
域
で
み
る
と
、
同
党
が
下
野
し
た
二
〇
一
〇
年
で
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国
際
関
係
論
叢
第
一
一
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第
二
号
（
二
〇
二
二
年
）

二
三

あ
る
。
労
働
党
は
ロ
ン
ド
ン

）
(（
（

を
除
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
域
で
得

票
率
を
二
〇
〇
五
年
比
で
減
ら
し
た
。
し
か
し
、
野
党
に
転
じ

た
後
は
連
立
政
権
の
緊
縮
財
政
に
対
す
る
世
論
の
批
判
を
背
景

に
、
二
〇
一
二
年
頃
ま
で
一
時
的
に
支
持
を
回
復
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
は
、
得
票
率
を
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
ほ
ぼ
全
域
で
前
回
よ
り
下
げ
る
一
方
、
二
大
都
市

圏
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
都
市
部
（N

W
 U

）
と
ロ
ン
ド
ン( LD

 U
(

に
限
っ
て
は
横
ば
い
で
踏
み
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
と

も
と
労
働
党
支
持
が
強
め
の
都
市
部
と
非
都
市
部
の
間
で
支
持

の
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
二
〇
一
五
年
に
向
け
て
、

総
選
挙
間
の
労
働
党
支
持
の
変
化
は
大
都
市
圏
以
外
で
も
プ
ラ

ス
に
転
じ
、
そ
の
幅
も
大
都
市
圏
に
近
づ
い
た
（
図
３
）
。
た

だ
、
依
然
と
し
て
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
都
市
部
（N

W
 U

）
と
ロ

ン
ド
ン
（LD

 U

）
の
伸
び
は
突
出
し
て
お
り
、
非
都
市
部
で
の

得
票
率
の
前
回
比
伸
び
は
都
市
で
の
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
（
前
掲
の
図
１
を
参
照
）
。
こ
う
し
て
支
持
の
都
市
集
中
が

強
ま
っ
た
。

　

こ
の
二
〇
一
〇
年
代
前
半
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
体
で
見
る
と
、
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イ
ギ
リ
ス
政
治
の
構
造
変
化
（
若
松 

邦
弘
）

二
四

労
働
党
へ
の
支
持
は
当
該
選
挙
区
の
「
疲
弊
」
と
の
関
係
を
強
め
て
い
る
。
疲
弊
の
程
度
が
高
い
選
挙
区
ほ
ど
高
い
得
票
率
を
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
「
緊
縮
」
が
争
点
と
な
る
前
の
二
〇
〇
五
年
と
比
較
し
て
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
五
年
と
漸
次

明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
労
働
党
の
選
挙
区
ご
と
の
支
持
の
差
で
は
経
済
状
況
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
様
に
、「
人

口
密
度
」
「
年
齢
」
と
得
票
率
の
関
係
も
強
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
点
を
地
域
別
に
見
る
と
、
と
く
に
「
疲
弊
」
と
の
関
係
は
ロ
ン
ド
ン
に
顕
著
で
あ
る
。
同
地
で
は
「
年
齢
」
や
「
学
生
」

と
の
関
係
も
強
い
。
ロ
ン
ド
ン
で
労
働
党
の
得
票
率
は
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
五
年
に
「
疲
弊
」
「
所
得
」
「
年
齢
」
と

の
関
係
が
強
い
が
（
二
〇
一
七
年
に
は
こ
の
う
ち
「
所
得
」
と
の
関
係
が
や
や
小
さ
く
な
る
）
、
二
〇
一
〇
年
以
降
は
「
学
生
」
と
の

関
係
も
強
ま
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
の
得
票
率
の
伸
び
（
〇
五
年
比
）
も
「
年
齢
」
「
疲
弊
」
「
学
生
」
「
人
口
密
度
」
と
か
な
り
関
係
し

て
い
る
。
学
生
が
多
く
、
人
口
密
度
の
高
い
地
区
で
労
働
党
へ
の
支
持
が
拡
大
し
た
状
況
を
伺
え
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
で
は
先
述
の
と
お
り
、
他
地
域
と
異
な
り
、
政
権
末
期
の
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
間
に
労
働
党
へ
の
支
持
が
伸

長
し
た
。
野
党
に
転
じ
た
二
〇
一
〇
年
以
降
も
支
持
回
復
の
ペ
ー
ス
は
他
地
域
を
上
回
り
、
上
記
の
よ
う
に
二
〇
一
〇
年
以
降
の
総
選

挙
で
同
党
の
得
票
率
と
「
学
生
」
と
の
関
連
が
強
ま
っ
て
い
る
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
労
働
党
支
持
は
大
都
市
を
中
心
と
す

る
直
接
行
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
後
押
し
さ
れ
た
こ
と
を
伺
え
る
。
実
際
に
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
間
に
労
働
党
支
持
が
大

き
く
伸
び
た
選
挙
区
は
ロ
ン
ド
ン
の
北
部
か
ら
北
東
部
の
地
区
に
多
く
、
労
働
党
の
急
進
派
で
あ
る
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
コ
ー
ビ
ン
氏
の
選

挙
区
で
あ
る
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
ノ
ー
ス
や
同
じ
く
ダ
イ
ア
ン
・
ア
ボ
ッ
ト
氏
の
選
挙
区
で
あ
る
ハ
ッ
ク
ニ
ー
ノ
ー
ス
・
ス
ト
ー
ク
ニ
ュ
ー

イ
ン
ト
ン
も
含
ま
れ
る
（
表
４
）
。
一
九
八
〇
年
代
の
都
市
社
会
主
義
の
系
譜
を
受
け
継
ぎ
、
「
緊
縮
」
や
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
に
反
対
の

強
い
人
脈
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

）
(（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
す
る
二
〇
一
〇
年
前
後
の
労
働
党
支
持
の
（
一
時
的
な
）
回
復
は
学
生
の
支
持
が
先
鞭
を
つ
け
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国
際
関
係
論
叢
第
一
一
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
二
年
）

二
五

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
緊
縮
を
め
ぐ
る
街
頭
の
政
治
と
関
係
し
た

現
象
と
見
て
よ
か
ろ
う

）
(（
（

。
ロ
ン
ド
ン
で
の
労
働
党
支
持
は
若
者
が

多
く
、
「
人
口
密
度
」
の
高
い
、
「
疲
弊
」
の
激
し
い
選
挙
区
ほ
ど

高
く
、
一
方
で
、
住
民
の
な
か
で
の
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
従
事
者
や

「
大
卒
者
」
の
割
合
と
は
さ
ほ
ど
関
係
し
て
い
な
い
。

　

全
国
的
に
も
、
二
〇
一
〇
年
代
前
半
の
労
働
党
支
持
の
伸
び
は

学
生
の
多
い
選
挙
区
に
顕
著
で
あ
る
。
政
権
の
政
策
に
批
判
的
な

オ
キ
ュ
パ
イ
運
動
や
学
生
の
抗
議
運
動
は
ロ
ン
ド
ン
や
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
、
リ
バ
プ
ー
ル
と
い
っ
た
大
都
市
だ
け
で
な
く
、
大
規
模

な
大
学
が
存
在
す
る
各
地
の
都
市
に
も
広
が
り
、
こ
の
時
期
の
労

働
党
支
持
の
拡
大
と
並
行
す
る
動
き
と
な
っ
た
。
と
く
に
ノ
ー
ス

ウ
ェ
ス
ト
の
都
市
部
（N

W
 U

）
で
は
、
リ
バ
プ
ー
ル
や
そ
の
周

辺
の
マ
ー
ジ
サ
イ
ド
に
お
け
る
、
の
ち
の
「
モ
メ
ン
タ
ム
」
に

つ
な
が
る
ミ
リ
タ
ン
ト
的
な
動
き
と
呼
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年

と
漸
次
強
ま
る
「
年
令
」
と
同
党
へ
の
支
持
の
関
係
も
こ
れ
を
裏

付
け
る
。
若
者
の
支
持
が
大
き
い
と
い
う
関
係
で
あ
る
。 

表４　ロンドンでの労働党支持の伸び上位・下位（2005-10年）

下院選挙区

労働党
得票率
変化

05-10年

年齢
(平均)
2011年

疲弊
2011年

学生
2011年

大学卒
2011年

サービス
業

2011年

pt 歳 % % %
1 East Ham LD U 13.62 30.80 1.26 11.97 29.79 88.26
2 West Ham LD U 11.28 31.70 1.23 11.07 30.47 86.67
3 Hackney North and Stoke Newington LD U 10.36 31.90 1.11 6.38 42.14 92.70
4 Barking LD U 9.41 32.50 1.21 5.77 21.75 83.83
5 Bethnal Green and Bow LD U 9.08 31.30 1.17 11.63 39.60 94.20
6 Islington North LD U 8.05 34.50 1.04 6.89 48.76 93.49
7 Poplar and Limehouse LD U 7.23 30.60 1.06 7.88 42.46 93.47
8 Tottenham LD U 6.80 32.80 1.26 8.02 29.35 88.38
9 Islington South and Finsbury LD U 5.83 34.60 1.04 11.14 47.36 93.48

10 Westminster North LD U 5.77 35.70 1.07 6.79 47.25 92.35

64 Enfield, Southgate LD U -3.76 38.60 0.84 5.77 38.20 88.14
65 Bromley and Chislehurst LD U -4.17 39.30 0.79 2.83 33.12 87.18
66 Chipping Barnet LD U -4.22 38.60 0.79 4.26 39.27 88.78
67 Bexleyheath and Crayford LD U -4.50 38.80 0.89 3.10 20.34 82.30
68 Putney LD U -4.82 35.20 0.74 6.62 51.59 91.50
69 Old Bexley and Sidcup LD U -4.91 40.80 0.80 3.51 22.62 83.41
70 Carshalton and Wallington LD U -5.10 37.40 0.86 3.05 27.25 84.87
71 Romford LD U -5.28 39.40 0.88 2.80 20.63 82.02
72 Hornchurch and Upminster LD U -5.57 41.40 0.92 2.73 19.95 82.10
73 Wimbledon LD U -8.16 37.20 0.61 3.79 54.42 90.34

平均（ロンドン） 1.10 35.80 0.94 6.27 37.26 88.59
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二
六

　

（
２
）
支
持
の
地
理
的
集
中

　

こ
う
し
た
変
化
を
背
景
に
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
労
働
党
で
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
政
権
期
か
ら
続
く
都
市
部
と
非

都
市
部
の
支
持
の
格
差
、
な
ら
び
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
の
南
北
の
格
差
が
と
も
に
拡
大
し
た
。

　

こ
の
過
程
で
二
〇
一
五
年
総
選
挙
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
常
識
に
反
す
る
事
態
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
選
挙
で
は
与
党
の
保
守
党

が
下
院
で
単
独
過
半
数
を
回
復
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
が
政
権
を
維
持
し
た
が
、
結
果
は
保
守
党
の
勝
利
と
見
る
よ
り
、
対
抗
馬
で
あ
る
労

働
党
の
伸
び
悩
み
と
見
る
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
事
前
の
世
論
調
査
で
、
労
働
党
は
、
保
守
党
を
逆
転
し
て
第
一
党

と
な
る
こ
と
こ
そ
難
し
い
も
の
の
、
得
票
率
で
詰
め
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
席
を
前
回
総
選
挙
の
二
五
八
よ
り
い
く
ら
か
伸
ば
し
、

二
六
〇
か
ら
二
七
〇
を
獲
得
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
予
想
さ
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
の
躍
進
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
地
域
で
失
う
議
席
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
含
む
そ
れ
以
外
の
地
域
で
埋
め
合
わ
せ
余
り
あ
る
勢
い
と
の
見
立
て
で
あ
っ
た
。

　

結
果
は
、
全
国
の
得
票
率
で
見
る
と
、
そ
う
し
た
予
想
通
り
、
保
守
党
と
労
働
党
の
差
が
前
回
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
よ
り
縮
ま
っ

た
。
議
席
を
積
み
増
し
た
保
守
党
が
得
票
率
は
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
の
三
六
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
、
議
席
を
減
ら
し
た
労
働

党
は
二
八
・
九
％
か
ら
三
〇
・
四
％
と
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
げ
て
い
る
。
保
守
党
か
ら
労
働
党
に
〇
・
三
五
ポ
イ
ン
ト
の
ス
イ
ン
グ
が
生
じ

た
計
算
で
、
こ
れ
だ
け
見
る
と
、
保
守
党
と
労
働
党
の
差
は
数
議
席
詰
ま
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
労
働
党
の
獲
得
議

席
は
、
そ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
「
常
識
」
に
反
し
、
全
国
で
二
三
二
と
、
前
回
を
二
四
も
下
回
っ
た
。
保
守
党
か
ら
労
働
党
に

ス
イ
ン
グ
が
生
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
党
と
の
議
席
差
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
だ
け
を
見
て
も
逆
に
六
議
席
広
が
っ
た
と
い
う

奇
妙
な
事
態
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
選
挙
で
は
全
国
の
数
字
に
表
れ
な
い
地
域
ご
と
、
あ
る
い
は
選
挙
区
ご
と
の
特
性
の
違
い
が
労
働

党
の
議
席
数
に
強
く
影
響
を
与
え
た
。
第
一
に
支
持
の
地
理
的
な
集
中
の
進
行
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
全
国
一
律
の
単
純
小
選
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二
七

挙
区
制
に
お
い
て
は
全
国
政
党
に
と
っ
て
致
命
的
に
も
な
り
か
ね
な
い
特
徴
で
あ
る
。
労
働
党
は
、
得
票
率
の
上
昇
に
も
関
わ
ら
ず
、「
都

高
農
低
」
の
継
続
的
な
強
ま
り
に
よ
っ
て
支
持
の
地
理
的
な
広
が
り
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
労
働
党
の
支
持
回
復
は
も
と
も
と
労
働
党
支
持
の
強
い
都
市
部
が
先
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後

も
、
都
市
部
で
の
支
持
の
伸
び
は
非
都
市
部
の
伸
び
を
恒
常
的
に
上
回
り
、
ゆ
え
に
都
市
と
非
都
市
の
得
票
率
の
差
は
二
〇
一
〇
年
か

ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
拡
大
し
て
い
る
。
都
市
へ
の
支
持
の
集
中
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
内
に
限
っ
て
も
、
二
〇
一
〇
年
以

降
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年
と
「
人
口
密
度
」
と
の
関
係
が
次
第
に
強
ま
り
、
支
持
が
人
口
稠
密
地
区
に
集
中
し

て
い
っ
た
傾
向
を
伺
え
る
。

　

第
二
に
、
こ
う
し
た
都
市
へ
の
支
持
集
中
の
な
か
、
総
選
挙
間
で
の
労
働
党
支
持
の
伸
び
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
間
に
、

選
挙
区
の
産
業
構
成
に
よ
る
違
い
を
強
め
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
の
割
合
が
大
き
な
選
挙
区
で
得
票
率
が
伸
長
し
、
そ
う
で
な
い
選

挙
区
と
の
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
傾
向
は
と
く
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
部
と
中
部
で
目
立
つ
。
北
部
は
二
〇
一
五
年
に
向
け
て
労
働
党
支
持
の
上
昇
が
大
き
く
、

と
く
に
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
都
市
部
（N

W
 U

）
の
数
字
は
ロ
ン
ド
ン
の
そ
れ
を
も
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
支
持
の
拡
大
は
と

く
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
強
い
都
市
で
の
投
票
率
の
上
昇
を
伴
っ
て
い
る
（
表
５
）
。
実
際
、
二
〇
一
五
年
に
労
働
党
の
得
票
の
伸
び
が
北

部
で
上
位
一
〇
位
以
内
の
選
挙
区
は
、
そ
の
多
く
が
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
（N

W

）
の
大
都
市
圏
に
あ
る

）
(（
（

。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
続
く

一
一
位
か
ら
二
〇
位
で
あ
る
。
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
都
市
部
（Y

H
 U

）
と
ノ
ー
ス
イ
ー
ス
ト
都
市
部
（N

E U

）
の
い
ず
れ
も

中
核
都
市
で
中
心
街
区
の
選
挙
区
が
高
い
伸
び
を
示
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
も
似
た
傾
向
で
あ
る
。
労
働
党
支
持
の
拡
大
は
都
市

部
に
目
立
ち
、
そ
の
支
持
は
学
生
・
若
者
と
の
関
係
を
強
め
、
さ
ら
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
地
域
と
製
造
業
地
域
に
分
裂
し
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
、
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
労
働
党
の
議
席
の
伸
び
悩
み
は
、
同
党
へ
の
支
持
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二
八

が
サ
ー
ビ
ス
業
の
強
い
都
市
に
集
中
し
て
い
く
な
か

で
生
じ
た
現
象
と
言
え
る
。
二
〇
一
五
年
に
か
け
、
労

働
党
の
得
票
が
積
み
あ
が
っ
た
の
は
、
す
で
に
同
党
の

安
全
区
と
な
っ
て
い
る
大
都
市
と
北
部
・
中
部
の
中
核

都
市
の
選
挙
区
で
あ
る
（
前
掲
の
図
１
参
照
）
。
こ
れ

に
対
し
、
中
部
の
非
都
市
部
や
南
部
で
は
得
票
の
伸
び

が
小
さ
く
、
全
国
で
同
党
が
大
き
く
得
票
を
伸
ば
し
た

二
〇
一
五
年
も
あ
ま
り
得
票
を
伸
ば
せ
て
い
な
い
。

　

若
者
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
業
を
特
徴
と
す
る
こ
の
傾
向

は
、
鉱
工
業
地
帯
を
中
心
と
し
た
旧
来
の
支
持
層
の
回

復
で
は
な
い
。
鉱
工
業
労
働
者
を
中
心
と
し
て
き
た
伝

統
的
な
労
働
党
支
持
の
図
式
は
変
化
し
て
い
る
。
加
え

て
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
期
に
獲
得
し
て
い
た
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
南
部
（
ロ
ン
ド
ン
を
除
く
）
で
も
労
働
党
は
後

退
し
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
少
な
く
と
も
二
〇
一
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
労
働
党
の
全
国
的
な
得
票
の
伸

び
が
、
そ
も
そ
も
勝
敗
に
影
響
を
与
え
な
い
選
挙
区
で

積
み
重
な
る
票
に
基
づ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

表５　北部での労働党支持の伸び上位（2010-15年）

下院選挙区

労働党
得票率
変化

10-15年

サービス
業

2011年

疲弊
2011年

人口密度
2011年

投票率
変化

10-15年

pt % 人/㎢ pt
1 Sheffield Hallam YH R 16.55 86.43 0.60 54.60 2.98
2 Liverpool Wavertree NW U 13.94 87.41 1.08 548.80 5.97
3 Manchester Gorton NW U 13.32 89.59 1.13 631.20 7.07
4 Liverpool West Derby NW U 12.07 83.65 1.19 432.90 7.76
5 Manchester Withington NW U 11.73 90.73 0.79 513.60 6.93
6 Liverpool Riverside NW U 11.27 90.34 1.08 469.00 10.49
7 Liverpool Walton NW U 10.97 83.52 1.31 479.10 7.23
8 Knowsley NW U 10.16 79.68 1.25 182.60 8.02
9 Garston and Halewood NW U 10.15 83.39 1.09 201.30 6.45

10 Sefton Central NW R 9.64 84.21 0.80 101.90 0.56
11 Bootle NW U 9.54 84.71 1.17 385.40 6.57
12 Manchester Central NW U 8.89 90.23 1.12 478.00 8.36
13 Newcastle upon Tyne Central NE U 8.86 87.43 1.06 403.30 3.84
14 Bradford East YH U 8.82 81.01 1.18 453.40 0.52
15 Kingston upon Hull North YH U 8.74 75.99 1.04 382.60 3.09
16 Sheffield Central YH U 8.29 88.82 0.94 539.80 1.48
17 Wirral West NW U 8.17 83.35 0.81 146.20 4.09
18 Sheffield Heeley YH U 7.77 80.33 1.01 364.70 -0.12
19 Leeds Central YH U 7.58 84.20 1.17 369.00 -2.73
20 Birkenhead NW U 7.23 80.96 1.11 352.90 6.42

平均（北部） 3.57 79.14 0.94 173.50 1.07

下院選挙区

労働党
得票率
変化

10-15年

サービス業
2011年

pt %
1 Sheffield, Hal YH R 16.55 86.43
2 Liverpool, WaNW U 13.94 87.41
3 Manchester, GNW U 13.32 89.59
4 Liverpool, We  NW U 12.07 83.65
5 Manchester, WNW U 11.73 90.73
6 Liverpool, RivNW U 11.27 90.34
7 Liverpool, WaNW U 10.97 83.52
8 Knowsley NW U 10.16 79.68
9 Garston and HNW U 10.15 83.39

10 Sefton Centra NW R 9.64 84.21
11 Bootle NW U 9.54 84.71
12 Manchester C NW U 8.89 90.23
13 Newcastle upo   NE U 8.86 87.43
14 Bradford East YH U 8.82 81.0141

表５　北部での労働党支持の伸び上位 （2010-15 年）
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二
九

示
す
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
伸
び
が
大
き
い
地
域
や
支
持
の
大
き
い
地
域
（
安
全
区
）
で
得
票
を
伸
ば
し
、
そ
う
で
な
い
地
域
（
接

戦
区
）
で
伸
び
悩
む
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
労
働
党
に
深
刻
な
課
題
を
突
き
付
け
て
い
る
。
い
く
ら
票
を
獲
得
し
て
も

新
た
な
議
席
に
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
労
働
党
で
は
こ
の
傾
向
が
二
〇
一
〇
年
代
を
通
じ
て
漸
進
的
に
進
ん
だ
。

二
〇
一
五
年
の
労
働
党
が
得
票
の
伸
び
で
保
守
党
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
議
席
を
伸
ば
せ
な
か
っ
た
理
由
に
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
業
が

強
い
都
市
へ
の
支
持
の
集
中
が
あ
っ
た
。

　

地
域
と
し
て
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
鉱
工
業
地
帯
の
労
働
者
・
公
共
セ
ク
タ
ー
票
を
奪
わ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
に
こ
の
傾
向
は
顕
著

で
あ
る

）
(（
（

。
そ
こ
で
は
伝
統
的
に
労
働
党
と
保
守
党
の
勢
力
が
拮
抗
し
両
党
の
接
戦
区
が
多
い
た
め
、
保
守
党
に
僅
差
で
及
ば
な
い
選
挙

区
が
積
み
重
な
っ
た

）
(（
（

。
象
徴
的
な
例
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
の
中
核
都
市
リ
ー
ズ
の
郊
外
に
あ
る
モ
ー
リ
ー
・
ア
ウ
ト
ウ
ッ
ド
選
挙
区

で
あ
る
。
影
の
財
務
相
と
し
て
労
働
党
ミ
リ
バ
ン
ド
執
行
部
の
ナ
ン
バ
ー
二
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
の
党
首
選
に
も
立
候
補
し
て
い

た
エ
ド
・
ボ
ー
ル
ズ
氏
が
、
保
守
党
の
新
人
候
補
に
四
二
二
票
差
で
敗
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
結
果
が
生
じ
て
い
る
。
労
働
党
で
は

二
〇
一
五
年
に
こ
の
構
図
で
の
惜
敗
が
、
保
守
党
と
の
接
戦
区
が
多
い
北
部
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
か
ら
中
部
の
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
地

方
・
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
地
方
な
ど
で
相
次
い
だ
。
の
ち
に
二
〇
一
九
年
の
総
選
挙
で
「
赤
い
壁
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
地
方
で
あ
る
。
こ
の
地
帯
で
の
労
働
党
の
弱
体
化
は
二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
よ
り
前
の
時
期
か
ら
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
二
〇
一
五
年
の
選
挙
結
果
が
示
す
の
は
、
労
働
党
が
政
権
（
保
守
党
・
自
民
党
連
立
政
権
）
へ
の
批
判
票
を
と
く
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
中
部
か
ら
北
部
で
吸
収
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
労
働
党
の
勢
力
は
支
持
の
地
理
的
な
集
中
に
よ
っ
て
削
が
れ
て
い

た
。
全
国
の
変
化
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
局
地
的
要
素
が
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
常
識
を
超
え
て
強
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

労
働
党
支
持
の
大
都
市
・
中
核
都
市
集
中
は
二
〇
一
七
年
も
全
国
的
に
進
み
、
支
持
の
伸
び
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
と
の
関
係
を
さ
ら

に
強
め
た
。
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三
〇

　

（
３
）
国
民
投
票
の
影
響

　

国
民
投
票
後
、
労
働
党
は
二
〇
一
七
年
総
選
挙
で
コ
ー
ビ
ン

党
首
の
も
と
、
得
票
を
大
幅
に
回
復
す
る
。
全
国
平
均
で
前
回

比
八
ポ
イ
ン
ト
の
増
で
あ
る
。
こ
れ
を
欧
州
争
点
と
の
関
係
で

見
る
と
、
労
働
党
へ
の
支
持
（
得
票
率
）
と
国
民
投
票
の
結
果

と
の
関
係
は
保
守
党
ほ
ど
に
は
強
く
な
い
。
と
は
い
え
、
図
４

が
示
す
よ
う
に
、
労
働
党
支
持
の
勢
い
が
親
欧
州
の
選
挙
区
ほ

ど
大
き
い
と
い
う
傾
向
は
あ
り
、
労
働
党
は
親
欧
州
の
有
権
者

か
ら
支
持
さ
れ
る
政
党
と
の
性
格
を
次
第
に
強
め
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
の
傾
向
に
も
地
域
性
が
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

南
部
と
北
部
で
は
、
国
民
投
票
の
前
後
と
も
労
働
党
支
持
と
欧

州
争
点
と
の
関
係
は
強
く
な
く
、
国
民
投
票
が
支
持
に
与
え
た

影
響
も
強
く
は
確
認
で
き
な
い
。
南
部
で
労
働
党
へ
の
支
持
が

強
く
、
北
部
で
労
働
党
へ
の
懐
疑
が
強
い
と
い
う
構
図
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
そ
の
間
に
位
置
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

中
部
、
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
国
民
投
票
の
前
後
で
得
票
率

の
伸
び
が
顕
著
に
変
化
し
て
お
り
、
国
民
投
票
の
影
響
を
無
視

で
き
な
い
。
反
欧
州
が
概
し
て
強
い
中
部
で
は
、
反
欧
州
の
選
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国
際
関
係
論
叢
第
一
一
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
二
年
）

三
一

挙
区
で
支
持
の
伸
び
が
鈍
化
し
、
親
欧
州
が
概
し
て
強
い
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
親
欧
州
の
選
挙
区
で
支
持
の
伸
長
が
明
瞭
で
あ
る
。
両
地

域
と
も
国
民
投
票
前
か
ら
、
欧
州
争
点
と
支
持
の
伸
び
に
関
係
が
目
立
ち
、
こ
れ
が
国
民
投
票
後
に
強
ま
り
、
ゆ
え
に
欧
州
争
点
と
労

働
党
支
持
自
体
の
関
係
も
一
層
強
ま
っ
た
。
欧
州
争
点
に
基
づ
く
支
持
の
強
さ
の
差
が
地
域
内
の
選
挙
区
間
で
広
が
っ
た
形
で
あ
る
。

　

な
お
、
中
部
で
は
、
二
〇
一
五
年
に
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
影
響
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
二
〇
一
七
年
に
は
労
働
党
支
持
の
さ

ら
な
る
崩
壊
を
確
認
で
き
る
。
先
述
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
選
挙
区
も
こ
の
地
域
の
旧
炭
鉱
都
市
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
二
〇
一
九
年
総
選
挙
で
議
席
数
の
激
減
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
支
持
変
化
は
す
で
に
二
〇
一
七
年
の
時
点
で
生
じ
て

い
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
こ
れ
と
逆
に
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
反
対
の
世
論
が
最
大
野
党
の
労
働
党
支
持
に
大
挙
し
て
回
り
、
同
党
の
健
闘
を
演

出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

（
４
）
社
会
属
性
に
よ
る
分
岐

　

こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
に
つ
い
て
国
民
投
票
以
降
の
労
働
党
支
持
の
増
減
を
説
明
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
国
民
投
票
前
に
引
き

続
き
大
都
市
・
中
核
都
市
へ
の
支
持
の
集
中
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
様
相
は
従
来
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
中
部
で

は
二
〇
一
七
年
に
、
選
挙
区
の
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
の
割
合
と
労
働
党
の
支
持
の
伸
び
と
の
関
係
が
顕
著
に
強
ま
っ
た
。
労
働
党
の
支

持
の
伸
び
（
二
〇
一
七
年
の
対
一
五
年
比
）
が
、
以
前
（
二
〇
一
五
年
の
一
〇
年
比
）
は
強
か
っ
た
「
就
業
率
」
と
の
関
係
を
弱
め
、「
サ
ー

ビ
ス
業
」
「
学
生
」
「
社
会
給
付
」
「
年
齢
」
と
の
関
連
を
強
め
て
い
る
。

　

実
際
に
、
二
〇
一
七
年
の
得
票
率
の
増
加
（
一
五
年
比
）
が
中
部
で
上
位
の
選
挙
区
は
、
そ
の
多
く
が
大
規
模
大
学
を
有
す
る
中
核

都
市
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
レ
ス
タ
ー
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
に
属
す
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
替
わ
る
反
欧
州
政
党
と
し
て
ブ
レ
ク
シ
ッ
ト
党
が

圧
倒
的
な
勢
い
を
示
し
た
二
〇
一
九
年
の
欧
州
議
会
選
で
、
労
働
党
が
得
票
の
一
位
と
な
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
二
四
自
治
体
（
自
治
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三
二

体
単
位
の
集
計
）
も
、
二
つ
の
大
都
市
圏
以
外
で
は
、
こ
れ

ら
中
部
の
三
都
市
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
ス
ラ
ウ

（SE U

）
、
ル
ー
ト
ン
（EE U

）
だ
け
で
あ
る
。
逆
に
、
同
党

の
二
〇
一
七
年
の
得
票
率
の
増
減
（
一
五
年
比
）
で
中
部
に

お
い
て
下
位
の
選
挙
区
は
ペ
ニ
ン
山
脈
周
辺
の
炭
鉱
地
帯
の

小
都
市
が
中
心
で
あ
る
（
表
６
）
。
伝
統
的
に
は
労
働
党
支
持

で
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
進
出
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
国
民
投
票
で
は
離
脱
が
全
国
で
最
も
強
い
地
域
の

一
つ
で
あ
る

）
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
中
部
の
旧
炭
鉱
地
帯
で
は
労

働
党
離
れ
が
国
民
投
票
後
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。
鉱
工
業
地

帯
の
労
働
者
は
も
は
や
労
働
党
の
支
持
層
に
名
前
を
連
ね
て

い
な
い
。
同
党
の
支
持
層
の
中
心
は
地
域
中
核
都
市
に
移
っ

た
。

　

一
方
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
中
部
と
異
な
り
、
労
働
党
支
持
の

増
減
を
特
定
の
社
会
属
性
と
の
関
係
で
理
解
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
得
票
率
の
伸
び
は
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
の
関
係

が
明
瞭
で
な
く
、
二
〇
一
〇
年
（
〇
五
年
比
）
に
強
か
っ
た

「
疲
弊
」
や
「
人
口
密
度
」
「
年
齢
」
「
学
生
」
と
の
関
係
も

表６　中部での労働党支持の伸び上位・下位（2015-17年）

下院選挙区

労働党
得票率
変化

15-17年

離脱支持
2016年

投票率
変化

15-17年

サービス
業

2011年

年齢
(平均)
2011年

労働党
得票率
変化

10-15年

pt % pt % 歳 pt
1 Birmingham Hall Green WM U 16.97 33.57 7.75 85.80 33.60 15.93
2 Nottingham East EM U 13.73 42.88 5.45 85.08 33.90 6.18
3 Birmingham Selly Oak WM U 12.72 46.91 5.55 84.88 36.30 4.75
4 Birmingham Hodge Hill WM U 12.40 51.48 6.79 82.50 31.60 7.85
5 Nottingham South EM U 12.16 46.47 4.61 84.65 34.40 7.45
6 Harborough EM R 12.12 52.25 5.61 79.56 41.20 1.38
7 High Peak EM R 12.06 50.55 4.27 75.99 41.10 2.20
8 Leicester South EM U 11.82 42.58 4.39 80.97 33.60 9.54
9 Birmingham Yardley WM U 11.25 60.09 4.28 79.83 36.00 5.55

10 Coventry North West WM U 10.56 58.67 4.84 79.64 38.30 -2.15

96 North East Derbyshire EM R 3.13 62.17 2.77 75.11 43.10 2.14
97 Dudley North WM U 2.99 71.43 0.14 73.21 39.70 1.63
98 Amber Valley EM R 2.99 65.34 1.53 68.09 41.50 -1.65
99 Walsall North WM U 2.79 74.19 1.65 72.46 37.90 0.77

100 Cannock Chase WM U 2.73 68.86 1.03 71.40 39.60 1.08
101 Ashfield EM R 2.03 70.58 2.53 70.64 40.50 4.24
102 Dudley South WM U 1.97 70.42 -0.94 72.89 40.40 -0.16
103 Halesowen and Rowley Regis WM U 1.79 66.34 -1.89 76.55 40.50 -0.04
104 Bolsover EM R 1.58 70.27 2.23 72.73 41.20 1.04
105 North Warwickshire WM R 1.06 67.77 -2.26 75.29 41.10 -2.67

平均（中部） 7.14 59.09 2.69 77.01 39.70 1.22
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表６　中部での労働党支持の伸び上位 ・ 下位 （2015-17 年）
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二
〇
二
二
年
）

三
三

二
〇
一
七
年
（
一
五
年
比
）
に
は
弱
ま
っ
て
い
る
。
確
認

で
き
る
の
は
、
二
〇
一
七
年
（
一
五
年
比
）
に
得
票
が
伸

び
た
選
挙
区
は
従
来
か
ら
労
働
党
支
持
が
強
く
、
保
守
党

支
持
は
弱
い
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
る
。
労
働
党
支
持
は

も
と
も
と
強
い
選
挙
区
で
強
ま
り
、
弱
い
選
挙
区
で
は
そ

の
ま
ま
と
い
う
こ
の
傾
向
は
二
〇
一
〇
年
代
を
通
じ
て
の

特
徴
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
ロ
ン
ド
ン
で
労
働
党
支
持
の
伸

び
が
小
さ
い
選
挙
区
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
疲
弊
や

そ
れ
が
も
た
ら
す
政
治
疎
外
と
の
関
連
が
推
察
さ
れ
る
地
域

（D
agenham

 and R
ainham

、Hornchurch and U
pm

inster

な
ど
）

と
、

近

郊

の

高

中

所

得

層

の

住

宅

地
（R

ichm
ond Park

、

Tw
ickenham

、Finchley and G
olders G

reen

な
ど
）
で
あ
る
（
表

７
）
。
こ
れ
ら
は
互
い
に
距
離
も
離
れ
、
保
守
党
へ
の
支
持

も
対
照
的
で
あ
る
。
前
者
は
国
民
投
票
後
に
保
守
党
支
持
の

拡
大
が
見
ら
れ
た
東
部
の
「
下
町
」
地
区
、
後
者
は
保
守
党

離
れ
が
著
し
い
高
学
歴
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
多
い
地
区
と

重
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
投
票
の
前
後
で
労
働
党
支
持
の
伸
び
の
様
相
に
変
化
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表７　ロンドンでの労働党支持の伸び上位・下位（2015-17年）

下院選挙区

労働党
得票率
変化

15-17年

離脱支持
2016年

投票率
変化

15-17年

サービス
業

2011年

大学卒
2011年

経営職・
専門職
2011年

pt % pt % % %
1 Hackney South and Shoreditch LD U 16.87 22.18 10.62 93.19 41.47 33.79
2 Lewisham, Deptford LD U 15.20 24.67 5.65 92.60 41.63 32.39
3 Streatham LD U 15.13 20.54 7.84 91.60 46.56 36.07
4 Ilford South LD U 15.10 43.87 11.11 88.38 32.49 30.78
5 Lewisham West and Penge LD U 14.90 34.47 6.40 90.18 37.39 33.45
6 Tottenham LD U 14.75 23.78 7.59 88.38 29.35 24.35
7 Walthamstow LD U 14.14 33.49 8.48 86.36 31.31 26.66
8 Hackney North and Stoke Newington LD U 14.12 20.95 9.60 92.70 42.14 35.44
9 Hornsey and Wood Green LD U 13.84 24.98 5.00 91.84 51.96 41.91

10 Dulwich and West Norwood LD U 13.83 22.05 4.87 92.95 47.60 39.84

64 Erith and Thamesmead LD U 6.57 54.33 3.23 84.99 24.90 22.04
65 Hornchurch and Upminster LD U 5.84 69.49 -0.27 82.10 19.95 24.85
66 Ealing, Southall LD U 5.76 41.83 3.22 86.69 30.85 26.27
67 Harrow East LD U 4.52 47.48 1.83 84.35 32.73 31.41
68 Hendon LD U 4.00 41.94 2.31 87.29 35.16 33.28
69 Finchley and Golders Green LD U 3.47 30.92 1.45 89.66 46.51 42.29
70 Carshalton and Wallington LD U 2.99 56.30 3.60 84.87 27.25 27.30
71 Kingston and Surbiton LD U 0.73 41.59 3.27 88.47 38.65 36.09
72 Twickenham LD U -1.55 33.68 2.26 89.73 49.54 44.36
73 Richmond Park LD U -2.22 27.70 2.68 90.96 55.18 49.32

平均（ロンドン） 9.58 40.19 4.58 88.59 37.26 33.61

表７　ロンドンでの労働党支持の伸び上位 ・ 下位 （2015-17 年）
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三
四

が
生
じ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
と
ロ
ン
ド
ン
に
共
通
す
る
の
は
、
二
〇
一
七
年
（
一
五
年
比
）
の
支
持
の
伸
び
が
同
年
の
投
票
率
の
伸

び
（
一
五
年
比
）
と
強
く
連
関
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
北
部
に
は
こ
の
関
係
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
投
票
率
の
伸
び
は
「
年
齢
」

と
も
い
く
ら
か
関
係
し
て
お
り
、
若
者
が
多
い
選
挙
区
ほ
ど
大
き
い
傾
向
が
あ
る
。
二
〇
一
五
年
（
一
〇
年
比
）
は
年
齢
に
よ
る
投
票

率
の
伸
び
の
差
は
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
生
じ
た
傾
向
で
あ
る
。
両
地
域
で
は
、
と
く
に
若
い
有
権
者
が
投
票
所
に
出
む

い
た
か
が
、
二
〇
一
七
年
の
労
働
党
の
勢
い
を
左
右
す
る
カ
ギ
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
は
保
守
党
に
さ
ほ
ど
強
く
な
い

傾
向
で
あ
る
。
労
働
党
で
は
選
挙
戦
に
入
っ
て
か
ら
の
有
権
者
へ
の
働
き
か
け
が
保
守
党
よ
り
支
持
の
拡
大
に
直
結
し
や
す
い
こ
と
を

伺
わ
せ
る
特
徴
と
言
え
よ
う

）
（(
（

。

　

第
五
節　

政
党
支
持
の
変
化

　

二
〇
一
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
を
特
徴
づ
け
た
財
政
緊
縮
へ
の
反
発
と
国
民
投
票
は
、
政
党
間
競
争
へ
の
影
響
の
点
に
お
い
て

も
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
で
複
数
次
元
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
制
度
的
慣
性
を
崩
す
と
い
う
歴
史
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ

の
事
象
は
有
権
者
の
不
満
を
異
な
る
形
で
噴
出
さ
せ
、
そ
の
政
治
問
題
化
は
二
大
政
党
の
支
持
構
造
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本
稿
で

確
認
し
た
よ
う
に
、
そ
の
変
化
は
有
権
者
の
政
党
支
持
に
お
い
て
、
疲
弊
や
所
得
と
い
っ
た
典
型
的
な
経
済
的
対
立
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
産
業
構
成
や
住
民
の
学
歴
の
違
い
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、
複
数
次
元
の
競
争
を
早
く
に

組
み
込
ん
だ
近
隣
の
欧
州
諸
国
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
経
済
軸
と
は
異
な
る
社
会
文
化
的
な
軸
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
正
体
で
あ
る
。

　

保
守
党
で
は
国
民
投
票
を
経
て
支
持
の
傾
向
が
反
転
し
た
。
同
党
は
従
来
、
低
所
得
層
に
お
い
て
支
持
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
が
、
一
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転
、
高
所
得
者
の
支
持
が
伸
び
悩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
に
は
欧
州
争
点
と
の
相
関
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
地
理
的
に
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
部
や
中
部
で
大
き
く
支
持
が
伸
び
、
同
じ
く
南
部
の
都
市
部
で
支
持
が
伸
び
な
い
状
況
が
生
じ
た
。
中
部
・
北
部

の
鉱
工
業
地
帯
で
労
働
党
か
ら
離
れ
た
労
働
者
層
を
獲
得
す
る
一
方
、
南
部
で
は
Ｅ
Ｕ
残
留
派
が
多
い
選
挙
区
を
中
心
に
人
気
を
失
っ

て
い
る
。
保
守
党
支
持
に
お
け
る
「
南
」
で
強
い
と
い
う
意
味
で
の
「
南
北
格
差
」
は
逆
転
に
向
か
っ
た
。
支
持
傾
向
の
こ
う
し
た
逆

転
は
、
支
持
の
状
況
と
社
会
指
標
と
の
関
係
が
従
来
は
あ
ま
り
強
く
な
か
っ
た
北
部
や
中
部
で
保
守
党
へ
の
「
追
い
風
」
を
も
た
ら
す

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
鉱
工
業
地
帯
の
選
挙
区
で
あ
る
。
ブ
レ
ア
期
以
降
に
労
働
党
離
れ
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
保
守
党
支
持
に
転
換
し
て
い
る
。
他
方
、
ロ
ン
ド
ン
や
南
部
で
は
学
歴
や
職
業
階
層
が
支
持
の
差
を
示
す
指
標
と
な
り
、

「
高
学
歴
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
の
多
い
選
挙
区
で
保
守
党
離
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
も
欧
州
争
点
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
Ｅ
Ｕ
残
留
へ
の

支
持
が
強
い
選
挙
区
に
目
立
つ
。

　

一
方
、
労
働
党
で
は
、
二
〇
一
〇
年
代
を
通
じ
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
比
率
が
相
対
的
に
高
い
大
都
市
や
中
核
都
市
へ
の
支
持
の
集
中
が

進
ん
で
い
る
。
「
緊
縮
」
が
政
治
争
点
化
し
た
当
初
は
、
地
域
社
会
の
疲
弊
な
ど
経
済
軸
に
沿
っ
た
支
持
の
強
化
が
目
立
っ
た
も
の
の
、

そ
の
後
は
産
業
構
成
に
よ
る
支
持
の
違
い
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
同
党
へ
の
支
持
は
サ
ー
ビ
ス
業
地
域
と
製
造
業
地
域
で
分
岐

し
、
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
の
割
合
が
大
き
な
選
挙
区
と
そ
う
で
な
い
選
挙
区
の
間
に
差
が
生
じ
て
い
る
。
労
働
党
へ
の
支
持
は
そ
の
な

か
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
強
い
都
市
を
舞
台
に
生
じ
た
主
に
若
年
層
に
よ
る
政
府
の
緊
縮
策
へ
の
反
発
に
後
押
し
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
相
対
的
に
弱
い
地
域
で
労
働
党
は
欧
州
争
点
の
影
響
の
も
と
で
さ
ら
に
支
持
の
後
退
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
か

つ
て
同
党
の
厚
い
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
旧
産
炭
地
帯
の
労
働
者
層
は
い
ま
や
同
党
を
支
持
し
て
い
な
い
。
大
都
市
圏
で
も
、
サ
ー
ビ
ス

業
が
相
対
的
に
少
な
い
選
挙
区
で
は
後
退
し
て
い
る
。
労
働
党
の
支
持
は
、
大
都
市
や
、
都
市
の
な
か
で
も
サ
ー
ビ
ス
業
の
強
い
地
域

中
核
都
市
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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こ
う
し
た
両
党
の
支
持
傾
向
の
変
化
は
、
疲
弊
に
投
射
さ
れ
て
き
た
経
済
の
軸
と
は
異
な
る
軸
が
イ
ギ
リ
ス
の
有
権
者
の
意
識
に
浮

上
し
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
疲
弊
の
大
き
い
北
部
・
中
部
の
鉱
工
業
都
市
に
見
ら
れ
る
労
働
党
離
れ
（
な
ら
び
に
国
民
投
票

後
の
保
守
党
へ
の
接
近
）
、
疲
弊
の
少
な
い
ロ
ン
ド
ン
・
南
部
で
の
高
学
歴
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
保
守
党
離
れ
（
な
ら
び
に
労
働
党
も

支
持
し
な
い
状
態
）
は
国
民
投
票
後
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
特
徴
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
政
党
間
競
争
は
、

「
緊
縮
」
が
争
点
と
な
っ
た
二
〇
一
〇
年
頃
ま
で
の
「
疲
弊
」
や
「
所
得
」
に
基
づ
く
経
済
の
軸
を
単
一
の
基
準
と
す
る
も
の
か
ら
、

国
民
投
票
後
の
二
〇
一
七
年
ま
で
に
、
「
産
業
」
「
学
歴
」
「
経
営
職
・
専
門
職
」
と
い
っ
た
別
の
要
素
を
含
む
軸
に
も
依
拠
す
る
も
の

へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
出
現
し
た
二
次
元
の
座
標
平
面
上
で
両
党
と
も
支
持
者
の
分
布
域
を
従
来
か
ら
大
き
く
変
化
さ
せ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
経
済
軸
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
き
た
二
大
政
党
の
支
持
に
は
別
の
軸
に
基
づ
い
て
分
裂
が
生
じ
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
「
疲
弊
」
「
所
得
」
で
同
水
準
に
あ
る
有
権
者
の
間
で
政
党
支
持
に
違
い
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
の

総
選
挙
は
、
保
守
党
が
そ
う
し
た
有
権
者
の
変
化
に
呼
応
す
る
形
で
支
持
層
の
再
編
に
成
功
し
、
一
方
、
労
働
党
は
支
持
層
の
再
編
で

は
な
く
選
挙
の
争
点
設
定
の
み
で
対
応
し
よ
う
し
て
失
敗
し
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
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三
七

註
(

１) 
Pippa N

orris and R
onald Inglehart, C

ultural Backlash: The Rise of Authoritarian Populism
 (C

am
bridge U

niversity Press, C
am

bridge, 

2018) 
(

２) 

若
松
邦
弘
「
『
普
通
の
人
』
の
政
治
と
疎
外―

Ｅ
Ｕ
問
題
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
困
難
」
宮
島
喬
・
木
畑
洋
一
・
小
川

有
美
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー―

危
機
と
転
換
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
五
一
～
七
二
頁

(

３) 
H

arold D
. C

larke, M
atthew

 G
oodw

in and Paul W
hiteley, Brexit: W

hy Britain Voted to Leave the European U
nion (C

am
bridge 

U
niversity Press, C

am
bridge, 2017) 

(

４) 
Jam

es Sloam
 and M

att H
enn, Youthquake 2017: The Rise of Young C

osm
opolitans in B

ritain (Palgrave, B
asingstoke, 2019), pp.79-85

(

５) 
John C

urtice, H
as Brexit Reshaped British Politics (N

ational C
entre for Social R

esearch, London, 2018) 
(

６) 

こ
の
欧
州
議
会
選
挙
は
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
当
初
期
限
の
二
〇
一
九
年
三
月
に
実
現
せ
ず
、
世
論
・
議
会
で
と
も
に
離
脱
支
持
と
残
留

支
持
の
敵
対
が
一
層
激
し
く
な
る
環
境
の
も
と
実
施
さ
れ
た
。

(

７)	
A
ilsa	H

enderson,	C
harlie	Jeffery,	D

an	W
incott	and	R

ichard	W
yn	Jones,	ʽH

ow
	B
rexit	w

as	m
ade	in	Englandʼ,	British Journal of 

Politics and International Relations, Vol.19, Iss.4 (2017), 631-646
(

８) 

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
選
挙
管
理
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
国
勢
調
査
、
そ
の
他
政
府
機
関
に
よ
る
資
料
を
用
い
る
。
た
だ
し

二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
に
つ
い
て
公
式
な
値
は
自
治
体
単
位
の
集
計
で
あ
る
た
め
、
ク
リ
ス
・
ハ
ン
レ
ッ
テ
イ
に
よ
る
下

院
選
挙
区
ご
と
の
推
定
値
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
集
計
に
よ
り
修
正
し
た
値
を
用
い
る
（C

hris	H
anretty,	ʽR

evised	estim
ates	of	Leave	vote	

share	in	W
estm

inster	constituenciesʼ,	18	A
ugust	2016,	https://m

edium
.com

/@
chrishanretty/revised-estim

ates-of-leave-vote-share-in-

w
estm

inster-constituencies-c4612f06319d, 

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
八
日
閲
覧
）
。
ま
た
、
社
会
属
性
は
指
標
と
し
て
各
選
挙
区
に
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つ
い
て
、「
人
口
密
度
」
、「
疲
弊
」
の
度
合
い
、
住
民
の
「
所
得
」
、
住
民
の
「
就
業
率
」
、
住
民
の
平
均
「
年
齢
」
（
中
間
値
）
、「
サ
ー

ビ
ス
業
」
従
事
者
の
割
合
（
一
〇
〇
ポ
ン
ド
刻
み
の
最
頻
値
）
、
住
民
に
占
め
る
「
学
生
」
の
割
合
、
一
人
当
た
り
「
社
会
給
付
」

額
（
平
均
値
）
、
住
民
に
占
め
る
「
大
卒
者
」
の
割
合
、
住
民
に
占
め
る
「
経
営
職
・
専
門
職
」
の
割
合
な
ど
を
検
討
す
る
。

(

９)	
Jonathan	M

ellon,	G
eoffrey	Evans,	Edw

ard	Fieldhouse,	Jane	G
reen	and	C

hristopher	Prosser,	ʽB
rexit	or	C

orbyn?	cam
paign	and	inter-

election	vote	sw
itching	in	the	2017	U

K
	general	electionʼ,	Parliam

entary Affairs, Vol.71, Iss.4 (2018), 719-737
(

  10) 

こ
の
総
選
挙
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
で
多
く
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
の
優
れ
た
分
析
と
し
て
阪
野
智
一
に
よ
る
も

の
が
あ
る
（
阪
野
智
一
「
二
〇
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
分
析―

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
と
二
大
政
党
政
治
へ
の
回
帰
」『
選
挙
研
究
』

第
三
四
巻
第
一
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
二
～
三
九
頁
）
。
な
お
同
選
挙
は
二
〇
一
七
年
三
月
末
の
Ｅ
Ｕ
へ
の
離
脱
通
告
か
ら
間
も

な
い
時
期
に
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
は
意
外
な
こ
と
に
、
表
向
き
ほ
と
ん
ど
争
点
と
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
は
保

守
党
、
労
働
党
と
も
国
民
投
票
の
結
果
と
し
て
の
「
民
意
」
を
受
け
、
離
脱
を
是
認
す
る
公
約
を
掲
げ
た
こ
と
が
大
き
い
。
ま
た
、

と
も
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
対
立
を
党
内
に
抱
え
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

(

  11) 

こ
れ
に
先
立
つ
二
〇
一
七
年
二
月
の
下
院
補
選
で
も
、
労
働
党
が
北
部
の
牙
城
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
選
挙
区
で
前
身
の
選
挙
区
を
含
め
、

一
九
三
五
年
以
来
と
な
る
敗
北
を
喫
し
て
い
た
。
保
守
党
は
一
九
三
一
年
以
来
の
議
席
獲
得
を
果
た
し
た
。

(

  12)	
Julie	Sm

ith,	ʽEurope:	The	C
oalitionʼs	Poisoned	C

haliceʼ,	in	A
nthony	Seldon	and	M

ike	Finn	eds, The C
oalition Effect, 2010-2015 

(C
am

bridge U
niversity Press, C

am
bridge, 2015), pp.370–396

(

  13) 
R

obert Ford and R
oger G

oodw
in, Revolt on the Right: Explaining Support for the Radical Right in Britain (R

outledge, London, 

2014);	G
eoffrey	Evans	and	Jam

es	Tilley,	The N
ew

 Politics of C
lass: The Political Exclusion of the British W

orking C
lass	(O

xford	

U
niversity	Press,	O

xford,	2017)

。
こ
れ
と
同
じ
傾
向
が
二
〇
一
九
年
地
方
選
挙
で
も
「
離
脱
派
の
反
逆
」
と
し
て
生
じ
て
い
る
。
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三
九

(
  14) 

二
〇
〇
五
年
と
二
〇
一
〇
年
の
比
較
で
あ
る
た
め
、
全
国
で
の
労
働
党
支
持
の
概
念
的
な
底
が
二
〇
一
〇
年
よ
り
前
か
後
か
は
不

明
で
あ
る
。

(

  15) 

「
反
緊
縮
」
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
」
の
運
動
は
、
の
ち
に
労
働
党
下
院
の
急
進
派
で
、
ロ
ン
ド
ン
北
部
の
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
ノ
ー
ス
選

挙
区
選
出
の
コ
ー
ビ
ン
氏
ら
を
支
持
す
る
運
動
体
「
モ
メ
ン
タ
ム
」
の
台
頭
に
も
つ
な
が
る
。
と
く
に
大
都
市
の
労
働
党
自
治
体
で

も
、
急
進
的
動
き
の
予
兆
が
認
め
ら
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
の
労
働
党
党
首
選
で
ア
ボ
ッ
ト
氏
は
泡
沫
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The	Structural	Change	in	the	UK	Party	Competition:	The	Impact	of	the	Two	Waves	
of Public Discontent in the 2010s 

                                Kunihiro Wakamatsu
Institute of Global Studies, Tokyo University of Foreign Studies

Summary

It	has	been	pointed	out	that	national	party	competition	in	the	UK	is	less	influenced	
by parties other than two major ones than that in other advanced democracies. This 
has been attributed to the institutional inertia resulting mainly from the electoral 
system. In the 2010s, however, there were signs of a breakthrough on the part of 
voters. The period of fiscal austerity after the financial ‘crisis’ and the political 
turmoil following the EU referendum have brought about a change in voters' 
preferences.	With	the	emergence	of	a	new	axis	of	preference,	the	two	major	parties	
faced a crisis of split in support and were forced to realign their support bases. 
This paper details such shifts in support for the Conservative and Labour parties 
by analysing their obtained votes in the Commons constituencies in the general 
elections in relation to socio-demographic attributes and the ‘European’ issues.

Keywords:	UK	politics,	Conservative	Party,	Labour	Party,	party	competition,	
austerity, EU referendum, political discontent
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